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電線「未接続時」
インジケータ：緑

【施工会社様向け（作業面での特長）】
•ドライバー無しですぐに配線作業ができます。
　ねじ締め作業が無くなり、配線を差し込むだけでブスバーに繋がります。
　※アース配線の作業時間が約1/4に短縮 (弊社調べ【ねじ止めとの比較】)

簡　単

•結線作業は電線(単線)を挿入するだけのため、時間短縮に貢献します。
　増し締めも不要で、ねじ締めのトルク管理や専用工具管理も不要です。省施工

•電線接続状態の表示（インジケータ）により「安心・安全・確実」な作業を実現。
　差し込み結線の不安を解消します。
　※電線が「確実」に接続されてから表示される構造になっております。

見える
安全

アース速結端子台（TPG形）
産業用分電盤等の省施工化に貢献する『アース速結端子台』をご提案！

電線「接続時」
インジケータ：白

ドライバー
不要

ねじ締めタイプ 速結タイプ

速結タイプ

速結

省施工

営業部　〒525-8521 滋賀県草津市野村3-4-1　TEL.(077)562-1215㈹　FAX.(077)562-1213

•ブレーカーの大きさに合わせた寸法サイズで1極25㎜幅で
　設計しています。

省
スペース

•ブスバーへの取付けねじは本体に組み込んでおり、
　ねじの落下の心配がなく、安全かつ効率的に取付けできます。
　※ねじ締めタイプに比べ、取付け作業時間が約1/3に短縮（弊社調べ）

安全
省力化

【盤製造会社様向け（製作面での特長）】

　

『WebEDI』インターネット販売
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目
的
地
ま
で
の
道
と
手
段
は
ひ
と
つ

で
は
な
い
。
先
日
か
ら
シ
ー
メ
ン
ス
、

日
立
製
作
所
と
い
う
大
手
企
業
の
産
業

・
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
部
門
の
デ
ジ
タ
ル

化
戦
略
の
発
表
が
あ
り
、
両
社
の
強
み

や
個
性
、
こ
だ
わ
り
が
感
じ
ら
れ
て
と

て
も
興
味
深
か
っ
た
▼
シ
ー
メ
ン
ス

は
、
さ
す
が
は
産
業
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
・
デ

ジ
タ
ル
化
の
分
野
の
世
界
最
大
手
。
フ
ィ
ー
ル

ド
の
機
器
か
ら
ソ
フ
ト
ま
で
必
要
な
要
素
は
ひ

と
通
り
自
社
で
そ
ろ
え
て
い
て
、
か
つ
世
界
中

に
た
く
さ
ん
の
顧
客
を
抱
え
、
そ
れ
を
フ
ォ
ロ

ー
す
る
販
売
網
・
サ
ー
ビ
ス
網
が
整
備
さ
れ
て

い
る
。
こ
の
基
盤
を
背
景
に
、
今
い
る
顧
客
を

さ
ら
に
ワ
ン
ラ
ン
ク
か
そ
れ
以
上
に
引
き
上
げ

る
、
最
先
端
の
デ
ジ
タ
ル
の
仕
組
み
で
あ
る
Ｓ

ｉ
ｅ
ｍ
ｅ
ｎ
ｓ
　
Ｘ
ｃ
ｅ
ｌ
ａ
ｒ
ａ
ｔ
ｏ
ｒ
を

開
発
し
、
そ
れ
を
提
案
し
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ

で
進
め
て
い
く
様
子
。
ど
ち
ら
か
と
い
う
と
メ

ー
カ
ー
色
が
強
め
の
印
象
だ
。
一
方
の
日
立
製

作
所
は
、
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
・
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
会

社
的
な
立
ち
位
置
を
と
り
、
顧
客
の
課
題
・
要

望
か
ら
解
決
策
を
提
案
す
る
ア
プ
ロ
ー
チ
を
強

化
し
て
い
る
。
国
内
で
は
生
産
ラ
イ
ン
や
工
場

を
立
ち
上
げ
る
日
立
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が
Ｏ

Ｔ
を
担
当
し
、
Ｉ
Ｔ
領
域
は
日
立
製
作
所
が
サ

ポ
ー
ト
。
北
米
市
場
で
も
同
様
の
枠
組
み
で
、

２
０
１
９
年
に
買
収
し
た
大
手
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
で
ラ

イ
ン
ビ
ル
ダ
ー
の
Ｊ
Ｒ
オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
が

Ｏ
Ｔ
を
担
当
し
、
今
回
買
収
し
た
製
造
業
Ｉ
Ｔ

の
Ｓ
Ｉ
ｅ
ｒ
で
あ
る
Ｆ
Ｌ
Ｅ
Ｘ
Ｗ
Ａ
Ｒ
Ｅ
　
ｉ

ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ
が
Ｉ
Ｔ
領
域
を
サ
ポ
ー

ト
し
、
北
米
の
顧
客
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
進
め
て

い
く
と
い
う
。
両
社
の
戦
略
を
例
え
て
み
る

と
、
シ
ー
メ
ン
ス
が
空
中
戦
を
展
開
し
、
日
立

は
地
上
戦
を
進
め
て
い
く
と
い
っ
た
と
こ
ろ

か
。
い
ず
れ
も
顧
客
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
成
功
さ

せ
、
自
社
の
ビ
ジ
ネ
ス
も
拡
大
す
る
と
い
う
ゴ

ー
ル
は
同
じ
だ
が
、
そ
の
戦
略
は
ま
っ
た
く
異

な
る
。
比
較
さ
れ
る
こ
と
も
多
い
両
社
も
、
こ

こ
ま
で
違
う
と
、
同
じ
土
俵
、
ま
な
板
に
載
せ

る
の
が
正
し
い
の
か
と
も
思
っ
て
し
ま
う
▼
日

本
の
製
造
業
の
強
み
は
「
現
場
力
」
と
言
わ
れ

る
が
、
日
立
が
進
め
よ
う
と
し
て
い
る
の
も
こ

の
現
場
力
、
現
場
の
エ
ン
ジ
ニ
ア
力
を
生
か
し

た
形
の
デ
ジ
タ
ル
化
の
推
進
。
現
場
・
現
状
・

現
物
を
見
て
、
そ
こ
か
ら
最
適
な
も
の
を
作
り

上
げ
て
い
く
ア
プ
ロ
ー
チ
だ
。
一
見
す
る
と
泥

臭
く
見
え
る
が
、
先
進
技
術
と
現
場
の
両
方
を

理
解
し
て
い
な
け
れ
ば
で
き
な
い
も
の
で
、
こ

れ
か
ら
も
世
界
の
製
造
業
で
求
め
ら
れ
る
貴
重

で
重
要
な
役
割
だ
。
日
立
に
限
ら
ず
、
日
本
に

は
こ
の
領
域
に
強
み
を
持
つ
企
業
が
多
い
。
日

立
の
こ
の
取
り
組
み
は
良
い
参
考
モ
デ
ル
で
あ

り
、
今
後
に
も
注
目
だ
。

日本の製造業の未来へのヒントになるか　日立が進めるSIアプローチ

2021年センサ種別出荷数量・金額
数量（個） 伸び率 金額（円） 伸び率

温度センサ 241億2978万3000 9%増 1206億4500万 18%増
光度センサ 48億6243万7000 22%増 1兆3590億4200万 2%増
磁界センサ 47億0828万2000 11%増 936億5500万 9%増
慣性力センサ 7億6155万5000 8%増 799億4500万 11%増
位置センサ 4億0188万4000 17%増 885億9600万 5%増
圧力センサ 2億4594万9000 12%増 1386億2500万 14%増
化学センサ 7663万2000 13%増 365億3200万 8%増
音・超音波センサ 6156万1000 18%増 93億9600万 18%増
その他センサ 2007万2000 14%増 27億4600万 10%増
合計 352億6815万6000 11%増 1兆9291億8100万 5%増

　
【
お
知
ら
せ
】

　
本
紙
９
月
21
日
付
は
休

刊
し
、
次
号
は
９
月
28
日

付
で
発
行
い
た
し
ま
す
。

 

オ
ー
ト
メ
ー
シ
ョ
ン
新
聞

シンテック社と河
村幸俊会長（右）

アンティ社と河村
幸俊会長（右）

事業イメージ

新組織図

東
南
ア
２
社
の
株
式
取
得

河
村
電
器

ア
セ
ア
ン
事
業
発
展

　
河
村
電
器
産
業
（
愛
知
県

瀬
戸
市
）
は
、
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ

で
の
事
業
拡
大
に
向
け
、
シ

ン
ガ
ポ
ー
ル
の
配
電
盤
メ
ー

カ
ー
「
Ｓ
ｙ
ｎ
ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
　

Ｓ
ｗ
ｉ
ｔ
ｃ
ｈ
ｇ
ｅ
ａ
ｒ
＆

Ｅ
ｎ
ｇ
ｉ
ｎ
ｅ
ｅ
ｒ
ｉ
ｎ
ｇ

（
シ
ン
テ
ッ
ク
社
）
」
と
、

ベ
ト
ナ
ム
の
配
電
盤
・
板
金

製
造
メ
ー
カ
ー
「
Ａ
Ｎ
Ｈ
　

Ｔ
Ｈ
Ｙ
　
Ｊ
Ｏ
Ｉ
Ｎ
Ｔ
　
Ｓ

Ｔ
Ｏ
Ｃ
Ｋ
　
Ｃ
Ｏ
Ｍ
Ｐ
Ａ
Ｎ

Ｙ
（
ア
ン
テ
ィ
社
）
」
の
株

式
を
取
得
し
た
。

　
こ
れ
ま
で
同
社
は
、
東
南

ア
ジ
ア
事
業
を
成
長
戦
略
に

据
え
、
２
０
１
１
年
に
タ
イ

に
販
売
会
社
を
設
立
、
16
年

に
タ
イ
の
日
系
配
電
盤
メ
ー

カ
ー
を
子
会
社
化
、
18
年
に

ベ
ト
ナ
ム
に
配
電
盤
の
製
造

・
販
売
会
社
を
設
立
し
て
き

た
。
今
回
の
株
式
取
得
も
Ａ

Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
事
業
強
化
の
一
環

と
な
る
。

　
シ
ン
テ
ッ
ク
社
は
、
07
年

設
立
の
配
電
盤
メ
ー
カ
ー

で
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
と
マ
レ

ー
シ
ア
に
生
産
拠
点
を
持

つ
。
従
業
員
数
は
１
１
８
人

で
、
21
年
度
の
売
上
高
は
約

36
億
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
ド
ル
。

Ｈ
Ｄ
Ｂ
（
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
住

宅
開
発
庁
）
な
ど
優
良
顧
客

を
持
つ
こ
と
か
ら
、
こ
の
ほ

ど
70
％
の
株
式
を
取
得
す
る

こ
と
と
な
り
、
23
年
３
月
末

ま
で
に
連
結
子
会
社
化
を
進

め
る
。

　
ア
ン
テ
ィ
社
は
、
05
年
設

立
の
配
電
盤
と
キ
ャ
ビ
ネ
ッ

ト
・
ラ
ッ
ク
な
ど
板
金
製
造

メ
ー
カ
ー
で
、
従
業
員
数
は

１
８
５
人
。
21
年
度
の
売
上

高
は
２
０
０
０
億
ベ
ト
ナ
ム

ド
ン
（
約
12
億
円
）
。
こ
の

ほ
ど
ベ
ト
ナ
ム
で
の
資
本
業

務
提
携
を
行
い
、
発
行
済
株

式
の
36
％
を
取
得
し
た
。

　
Ｏ
Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
の
知
見
を
も

と
に
製
造
業
Ｄ
Ｘ
の
コ
ン
サ

ル
を
行
う
横
河
デ
ジ
タ
ル

は
、
Ｉ
Ｔ
を
中
心
と
し
た
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
や
デ
ジ
タ

ル
活
用
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す

る
エ
ル
・
テ
ィ
ー
・
エ
ス

（
Ｌ
Ｔ
Ｓ
）
と
資
本
業
務
提

携
契
約
を
締
結
し
た
。

　
横
河
デ
ジ
タ
ル
は
、
横
河

電
機
の
１
０
０
％
出
資
子
会

社
と
し
て
２
０
２
２
年
７
月

に
設
立
。
経
営
コ
ン
サ
ル
か

ら
ク
ラ
ウ
ド
を
活
用
し
た
シ

ス
テ
ム
の
実
装
、
運
用
・
保

守
ま
で
を
一
貫
し
て
提
供

し
、
具
体
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ

ョ
ン
を
も
と
に
展
開
す
る
横

河
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ

ス
と
と
も
に
10
月
１
日
か
ら

国
内
企
業
に
対
し
て
サ
ー
ビ

ス
を
開
始
す
る
。

　
Ｌ
Ｔ
Ｓ
は
２
０
０
２
年
設

立
の
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
会

社
で
、
Ｉ
Ｔ
領
域
の
知
見
を

も
と
に
経
営
戦
略
や
仕
組

み
、
制
度
の
企
画
や
設
計
に

加
え
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
の
活

用
サ
ー
ビ
ス
も
展
開
し
て
い

る
。

Ｌ
Ｔ
Ｓ
と
資
本
業
務
提
携

横

河

デ
ジ
タ
ル

Ｄ
Ｘ
コ
ン
サ
ル
強
化

　
今
回
の
提
携
に
よ
り
、
製

造
業
Ｄ
Ｘ
の
コ
ン
サ
ル
サ
ー

ビ
ス
を
グ
ロ
ー
バ
ル
製
造
業

に
拡
大
し
、
Ｏ
Ｔ
と
Ｉ
Ｔ
の

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
な
サ
ー
ビ
ス

提
供
を
進
め
る
ほ
か
、
両
社

で
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開
発

し
て
Ｏ
Ｔ
＋
Ｉ
Ｔ
人
材
を
育

成
す
る
。
ま
た
Ｌ
Ｔ
Ｓ
グ
ル

ー
プ
が
運
営
す
る
Ｉ
Ｔ
人
材

マ
ッ
チ
ン
グ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ

ー
ム
を
活
用
し
、
案
件
推
敲

に
必
要
な
人
材
や
協
業
パ
ー

ト
ナ
ー
の
確
保
な
ど
も
進
め

る
。

米
・
Ｓ
Ｉ
会
社
買
収

Ｏ
Ｔ
か
ら
Ｉ
Ｔ

ク
ラ
ウ
ド
ま
で
一
貫
提
供 
整
う

日立
　
日
立
製
作
所
は
、
北
米
市

場
で
の
製
造
業
を
中
心
と
し

た
イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
分
野
の

デ
ジ
タ
ル
化
事
業
強
化
に
向

け
、
主
に
Ｍ
Ｅ
Ｓ
（
製
造
実

行
シ
ス
テ
ム
）
や
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ａ
（
監
視
制
御
シ
ス
テ
ム
）

な
ど
の
、
製
造
業
Ｉ
Ｔ
領
域

の
シ
ス
テ
ム
イ
ン
テ
グ
レ
ー

シ
ョ
ン
（
Ｓ
Ｉ
）
事
業
を
手

掛
け
る
米
・
Ｆ
ｌ
ｅ
ｘ
ｗ
ａ

ｒ
ｅ
　
Ｉ
ｎ
ｎ
ｏ
ｖ
ａ
ｔ
ｉ

ｏ
ｎ
，
Ｉ
ｎ
ｃ
．
（
フ
レ
ッ

ク
ス
ウ
エ
ア
・
イ
ノ
ベ
ー
シ

ョ
ン
）
を
８
月
31
日
付
で
買

収
し
た
。

　
今
回
の
買
収
に
よ
り
、
Ｏ

Ｔ
領
域
で
ラ
イ
ン
ビ
ル
デ
ィ

ン
グ
・
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
Ｉ
を
手

掛
け
る
Ｊ
Ｒ
オ
ー
ト
メ
ー
シ

ョ
ン
と
、
製
造
業
Ｉ
Ｔ
を
手

掛
け
る
フ
レ
ッ
ク
ス
ウ
エ
ア

・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
、
Ｅ
Ｒ

Ｐ
や
ク
ラ
ウ
ド
な
ど
Ｉ
Ｔ
を

展
開
す
る
Ｈ
ｉ
ｔ
ａ
ｃ
ｈ
ｉ

　
Ｖ
ａ
ｎ
ｔ
ａ
ｒ
ａ
と
い
う

フ
ィ
ー
ル
ド
レ
ベ
ル
の
Ｏ
Ｔ

か
ら
Ｍ
Ｅ
Ｓ
、
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ａ
、
Ｅ
Ｒ
Ｐ
な
ど
上
位
の
Ｉ

Ｔ
を
手
掛
け
る
プ
レ
イ
ヤ
ー

が
そ
ろ
い
、
現
場
と
経
営
を

デ
ー
タ
と
デ
ジ
タ
ル
で
つ
な

ぐ
「
ト
ー
タ
ル
シ
ー
ム
レ
ス

ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
」
が
、
北

米
市
場
で
一
貫

し
て
提
供
で
き

る
体
制
が
整
っ

た
こ
と
と
な

る
。

　
フ
レ
ッ
ク
ス

ウ
エ
ア
・
イ
ノ

ベ
ー
シ
ョ
ン

は
、
ア
メ
リ
カ

中
西
部
の
イ
ン

デ
ィ
ア
ナ
州
に

本
社
が
あ
り
、

設
立
は
１
９
９

６
年
。
製
造
業

向
け
シ
ス
テ
ム

イ
ン
テ
グ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
手

掛
け
、
Ｍ
Ｅ
Ｓ
や
Ｓ
Ｃ
Ａ
Ｄ

Ａ
等
の
技
術
に
強
く
、
ラ
イ

フ
サ
イ
エ
ン
ス
や
食
品
・
飲

料
、
自
動
車
部
品
な
ど
の
多

く
の
顧
客
を
抱
え
て
い
る
。

２
０
２
２
年
度
の
売
上
高
見

込
み
は
２
９
０
０
万
㌦
（
約

41
億
円
）
。
従
業
員
数
は
約

１
０
０
人
超
で
、
さ
ら
に
数

十
人
規
模
で
の
増
員
を
予
定

し
て
い
る
。

　
ル
ネ
サ
ス
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
は
、
２
０
１
８
年
か
ら

産
業
分
野
で
協
業
を
進
め
て

き
た
、
４
Ｄ
イ
メ
ー
ジ
ン
グ

レ
ー
ダ
製
品
を
提
供
す
る
イ

ン
ド
の
フ
ァ
ブ
レ
ス
半
導
体

企
業
ス
テ
ラ
ジ
ア
ン
社
を
買

収
し
、
車
載
・
産
業
向
け
の

レ
ー
ダ
事
業
に
本
格
参
入
す

る
。

　
ス
テ
ラ
ジ
ア
ン
社
は
、
２

０
１
６
年
創
業
の
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
企
業
な
が
ら
レ
ー
ダ

に
関
す
る
高
い
専
門
性
を
有

し
、
76
〜
81
Ｇ
Hz
帯
の
４
Ｄ

レ
ー
ダ
ト
ラ
ン
シ
ー
バ
で
は

高
性
能
・
高
集
積
に
よ
る
小

型
化
と
電
力
の
高
効
率
化
を

実
現
す
る
技
術
を
保
有
し
て

い
る
。

　
ル
ネ
サ
ス
は
今
後
こ
れ
ら

の
設
計
資
産
と
専
門
的
知
見

を
活
用
し
て
車
載
レ
ー
ダ
製

品
を
開
発
し
、
２
０
２
２
年

中
の
サ
ン
プ
ル
出
荷
開
始
を

目
指
す
。
さ
ら
に
、
同
車
載

レ
ー
ダ
製
品
と
、
レ
ー
ダ
信

号
を
処
理
す
る
た
め
の
Ａ
Ｄ

Ａ
Ｓ
用
Ｓ
ｏ
Ｃ
や
パ
ワ
ー
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
Ｉ
Ｃ
、
タ
イ
ミ

ン
グ
製
品
、
認
識
用
ソ
フ
ト

ウ
エ
ア
を
組
み
合
わ
せ
た
車

載
レ
ー
ダ
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン

を
開
発
す
る
。

印
・
半
導
体
企
業
を
買
収

車
載
・
産
業
用

レ
ー
ダ
ー
事
業

本
格
的
に
参
入

ルネサス

デ
ジ
タ
ル
化
進
み
拡
大

352
・７
億
個
、1.9
兆
円
に

JEITA「2021年グローバルセンサ出荷数量・金額実績」

　
見
え
る
化
も
予
知
保
全
も
デ
ー
タ
活
用
も
、
全
て
リ
ア
ル
な
現
場
か

ら
デ
ー
タ
を
集
め
る
セ
ン
サ
が
あ
っ
て
こ
そ
成
立
す
る
。
デ
ジ
タ
ル
化

・
Ｄ
Ｘ
の
進
展
に
と
も
な
い
セ
ン
サ
の
出
荷
数
量
・
金
額
は
年
々
増
加

し
て
お
り
、
電
子
情
報
技
術
産
業
協
会
（
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ
）
の
「
セ
ン
サ

・
グ
ロ
ー
バ
ル
状
況
調
査
」
に
よ
る
と
、
２
０
２
１
年
に
は
グ
ロ
ー
バ

ル
の
出
荷
数
量
は
３
５
２
億
６
８
１
５
万
個
（
前
年
比
11
％
増
）
、
金

額
も
１
兆
９
２
９
１
億
８
１
０
０
万
円
（
５
％
増
）
と
な
っ
た
。

　
セ
ン
サ
種
別
で
最
も
出
荷

数
量
が
多
か
っ
た
の
が
温
度

セ
ン
サ
で
、
２
４
１
億
２
９

７
８
万
３
０
０
０
個
で
前
年

比
９
％
の
増
加
。
出
荷
数
量

の
構
成
比
率
で
７
割
弱
を
占

め
た
。
２
番
目
は
光
度
セ
ン

サ
の
48
億
６
２
４
３
万
７
０

０
０
個
（
22
％
増
）
、
３
番

目
は
磁
界
セ
ン
サ
の
47
億
８

２
８
万
２
０
０
０
個
（
11
％

増
）
と
続
い
た
。
こ
の
ほ
か

位
置
セ
ン
サ
、
圧
力
セ
ン

サ
、
化
学
セ
ン
サ
、
音
・
超

音
波
セ
ン
サ
も
10
％
以
上
の

成
長
率
で
拡
大
し
て
い
る
。

　
金
額
で
は
、
光
度
セ
ン
サ

が
１
兆
３
５
９
０
億
４
２
０

０
万
円
（
２
％
増
）
で
、
出

荷
金
額
の
７
割
を
占
め
た
。

２
番
目
は
圧
力
セ
ン
サ
で
１

３
８
６
億
２
５
０
０
万
円

（
14
％
増
）
、
３
番
目
は
温

度
セ
ン
サ
で
１
２
０
６
億
４

５
０
０
万
円
（
18
％
増
）
と

な
っ
た
。

　
需
要
部
門
別
で
は
、
数
量

・
金
額
と
も
に
通
信
機
器
・

ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
用
が
圧
倒

的
に
多
い
が
、
Ｆ
Ａ
や
Ｐ

Ａ
、
Ｂ
Ａ
を
は
じ
め
、
ロ
ボ

ッ
ト
や
ド
ロ
ー
ン
、
監
視
・

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
、
自
動
認

識
、
イ
ン
フ
ラ
、
環
境
計
測

な
ど
の
産
業
用
途
の
伸
び
率

は
目
覚
ま
し
く
、
数
量
で
は

他
の
産
業
を
抑
え
て
ト
ッ
プ

の
成
長
率
と
な
る
29
％
増
の

14
億
７
４
１
１
万
２
０
０
０

個
、
金
額
で
も
19
％
増
の
２

３
８
９
億
２
０
０
万
円
と
な

っ
た
。
こ
の
ほ
か
自
動
車
・

交
通
用
も
拡
大
し
、
数
量
は

25
％
増
の
18
億
３
８
７
７
万

２
０
０
０
個
、
金
額
も
15
％

増
の
３
０
１
３
億
３
０
０
０

万
円
と
な
っ
た
。

　
仕
向
地
別
で
は
、
数
量
・

金
額
と
も
に
構
成
比
で
は
中

国
が
最
も
多
く（
数
量
54
％
、

金
額
34
％
）
、
数
量
は
Ａ
Ｐ

Ａ
Ｃ
向
け
が
23
％
、
日
本
向

け
が
14
％
と
な
っ
た
。
金
額

は
ア
メ
リ
カ
向
け
が
27
％
、

日
本
向
け
20
％
と
な
っ
た
。

　
同
調
査
は
、
Ｊ
Ｅ
Ｉ
Ｔ
Ａ

会
員
内
外
の
セ
ン
サ
企
業
に

対
し
て
グ
ロ
ー
バ
ル
出
荷

（
日
本
向
け
出
荷
＋
海
外
向

け
出
荷
）
を
調
査
し
た
も
の

で
73
社
か
ら
の
回
答
を
も
と

に
ま
と
め
て
い
る
。

　
セ
ー
フ
テ
ィ
グ
ロ
ー
バ
ル

推
進
機
構
（
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ａ
Ｐ
）

は
、
産
業
安
全
の
向
上
と
進

歩
・
普
及
な
ど
に
貢
献
し
た

個
人
ま
た
は
団
体
（
企
業
、

グ
ル
ー
プ
他
）
を
表
彰
す
る

第
８
回
「
向
殿
安
全
賞
」
の

募
集
を
９
月
１
日
か
ら
開
始

し
た
。

　
「
向
殿
安
全
賞
」
は
、
日

本
の
産
業
安
全
と
そ
の
進
歩

・
普
及
に
尽
力
さ
れ
て
き
た

向
殿
政
男
氏
の
業
績
と
精
神 

に
鑑
み
、
産
業
分
野
に
お
け

る
安
全
の
維
持
向
上
と
進
歩

・
普
及
に
貢
献
さ
れ
た
個

人
、団
体
を
表
彰
す
る
も
の
。

　
募
集
締
め
切
り
は
10
月
31

日
。
受
賞
結
果
発
表
は
２
０

２
３
年
２
月
を
予
定
。
表
彰

式
は
、
２
０
２
３
年
５
月
11

日
の
「
未
来
モ
ノ
づ
く
り
国

際
Ｅ
Ｘ
Ｐ
Ｏ
」
展
示
会
場

（
イ
ン
テ
ッ
ク
ス
大
阪
）
で

行
う
予
定
。

　
申
請
は
、
Ｉ
Ｇ
Ｓ
Ａ
Ｐ
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
申
請
書

を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、送
付

す
る
。

IGSAP「向殿安全賞」

10月末まで募集
グ
ル
ー
プ
10
社
名
変
更

Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｔ

ブ
ラ
ン
ド
力
深
化

ジェイテクト

　
今
回
の
社
名
変
更
で
は
、

グ
ル
ー
プ
10
社
に
「
ジ
ェ
イ

テ
ク
ト
」
を
冠
す
る
こ
と

で
、
Ｏ
Ｎ
Ｅ
　
Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｔ

の
実
現
と
グ
ル
ー
プ
一
体
感

の
さ
ら
な
る
醸
成
を
図
り
、

Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｔ
ブ
ラ
ン
ド
力
の

さ
ら
な
る
強
化
を
推
進
し
て

い
く
。

　
変
更
す
る
10
社
の
新
社
名

は
次
の
通
り
。
カ
ッ
コ
内
が

新
社
名
。

　
▽
光
洋
機
械
工
業
（
ジ
ェ

イ
テ
ク
ト
マ
シ
ン
シ
ス
テ

ム
）▽
豊
興
工
業（
ジ
ェ
イ
テ

ク
ト
フ
ル
ー
ド
パ
ワ
ー
シ
ス

テ
ム
）▽
光
洋
電
子
工
業（
ジ

ェ
イ
テ
ク
ト
エ
レ
ク
ト
ロ
ニ

ク
ス
）▽
豊
幸（
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
グ
ラ
イ
ン
デ
ィ
ン
グ
シ
ス

テ
ム
）
▽
豊
田
バ
ン
モ
ッ
プ

ス
（
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
グ
ラ
イ

ン
デ
ィ
ン
グ
ツ
ー
ル
）
▽
豊

精
密
工
業
（
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

ギ
ヤ
シ
ス
テ
ム
）
▽
フ
ォ
ー

ミ
ッ
ク
ス
（
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト

フ
ォ
ー
ミ
ッ
ク
ス
）
▽
Ｔ
Ｋ

Ｉ
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
（
ジ

ェ
イ
テ
ク
ト
エ
ン
ジ
ニ
ア
リ

ン
グ
）▽
豊
ハ
イ
テ
ッ
ク（
ジ

ェ
イ
テ
ク
ト
ハ
イ
テ
ッ
ク
）

▽
コ
ー
キ
・
テ
ク
ノ
（
ジ
ェ

イ
テ
ク
ト
マ
シ
ン
テ
ク
ノ
）

ラ
ン
ド
を
「
Ｊ
Ｔ
Ｅ
Ｋ
Ｔ
」

に
統
一
。
ブ
ラ
ン
ド
統
一
に

よ
り
、
事
業
間
の
さ
ら
な
る

技
術
シ
ナ
ジ
ー
の
創
出
に
よ

る
製
品
力
の
強
化
、
お
よ
び

グ
ル
ー
プ
会
社
の
商
品
も
含

め
た
ク
ロ
ス
セ
ー
ル
ス
活
動

を
推
進
す
る
営
業
力
の
強
化

を
目
指
し
て
き
た
。

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
は
２
０
２

２
年
10
月
１
日
か
ら
、
光
洋

電
子
工
業
（
東
京
都
小
平

市
）
を
は
じ
め
グ
ル
ー
プ
10

社
を
、「
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
」
を

冠
し
た
社
名
に
変
更
す
る
。

　
ジ
ェ
イ
テ
ク
ト
が
21
年
か

ら
進
め
て
い
る
ジ
ェ
イ
テ
ク

ト
リ
ボ
ー
ン
の
一
環
で
、
22

年
４
月
に
は
全
て
の
事
業
ブ
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を
中
心
に
Ｄ
Ｘ
を
推
進
し
て

い
く
。

　
Ｄ
Ｘ
統
括
部
は
、
デ
ジ
タ

ル
技
術
を
活
用
し
て
経
営
、

生
産
、
販
売
に
つ
な
が
る
シ

ス
テ
ム
構
築
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン

フ
ラ
を
整
備
し
、
サ
イ
バ
ー

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
強
化
す
る

こ
と
を
目
指
し
て
新
設
。
各

部
門
の
シ
ス
テ
ム
課
を
統
括

す
る
情
報
シ
ス
テ
ム
部
が
Ｄ

Ｘ
統
括
部
の
も
と
に
独
立

し
、
「
攻
め
」
と
「
守
り
」

を
両
立
し
た
新
た
な
シ
ス
テ

ム
構
築
を
進
め
る
。
ま
た
合

わ
せ
て
情
報
シ
ス
テ
ム
部
と

は
別
に
「
Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ

戦
略
室
」
を
新
設
し
、
グ
ル

ー
プ
全
体
の
シ
ス
テ
ム
安
定

稼
働
を
進
め
る
。

　
同
社
は
Ｄ
Ｘ
戦
略
と
し

て
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用

し
て
顧
客
接
点
を
拡
大
す
る

こ
と
、
Ｄ
Ｘ
に
よ
る
独
自
の

生
産
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し
て

安
全
・
安
心
な
高
品
質
の
製

品
・
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
て

い
く
こ
と
、
２
０
２
４
年
度

ま
で
に
、
グ
ル
ー
プ
企
業
の

Ｉ
Ｃ
Ｔ
イ
ン
フ
ラ
の
統
合
と

セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
レ
ベ
ル
を
統

一
し
て
、
安
全
・
安
心
な
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
環
境
を
構
築
す

る
こ
と
、
Ｂ
Ｃ
Ｐ
再
策
定
と

高
可
用
性
基
盤
の
構
築
で
広

域
災
害
対
策
を
強
化
す
る
こ

と
、
Ｄ
Ｘ
人
財
を
育
成
し
て

２
０
２
４
年
度
ま
で
に
全
従

業
員
の
10
％
を
目
指
す
こ
と

を
掲
げ
て
い
る
。

　
日
東
工
業
は
、
２
０
２
２

年
４
月
１
日
付
で
「
Ｄ
Ｘ
統

括
部
」
を
新
設
し
、
同
部
門

「DX統括部」新設
デジタルデータを利活用

日東工業
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ア
シ
ェ
ル
）
に
加
え
、
仕
組

み
が
シ
ン
プ
ル
で
汎
用
性
が

高
い
「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
Ａ
Ｐ

Ｉ
」
を
搭
載
。
通
信
方
式
が

「
Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
　
Ａ
Ｐ
Ｉ
」
に

限
定
さ
れ
て
い
る
サ
ー
バ
で

も
シ
ャ
ッ
ト
ダ
ウ
ン
で
き

る
。
ス
ク
リ
プ
ト
設
定
ウ
ィ

ザ
ー
ド
で
簡
単
に
シ
ャ
ッ
ト

ダ
ウ
ン
設
定
が
可
能
。

　
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ

レ
ッ
ト
Ｐ
Ｃ
か
ら
も
無
線
通

信
で
監
視
が
で
き
る
ほ
か
、

Ｐ
Ｃ
が
な
く
て
も
、
Ｕ
Ｓ
Ｂ

メ
モ
リ
を
取
り
付
け
る
だ
け

で
簡
単
に
Ｕ
Ｐ
Ｓ
の
動
作
情

報
を
取
り
出
す
こ
と
が
で
き

る
。

し
た
。

　
同
製
品
は
、
吸
着
搬
送
か

ら
メ
カ
チ
ャ
ッ
ク
ま
で
、
幅

広
い
グ
リ
ッ
パ
ー
モ
ジ
ュ
ー

ル
に
対
応
す
る
ツ
ー
ル
チ
ェ

ン
ジ
シ
ス
テ
ム
。
圧
縮
エ
ア

を
使
用
す
る
真
空
発
生
器

（
エ
ジ
ェ
ク
タ
）
を
内
蔵

し
、
既
存
の
電
気
式
真
空
ポ

ン
プ
と
比
較
し
て
約
４
・
５

倍
の
高
い
吸
い
込
み
量
で
素

早
い
吸
着
・
搬
送
が
で
き
る

上
、
段
ボ
ー
ル
な
ど
通
気
性

の
あ
る
ワ
ー
ク
に
も
対
応
可

能
。
真
空
生
成
後
に
圧
縮
エ

ア
の
供
給
を
停
止
し
て
も
真

空
圧
を
維
持
す
る
タ
イ
プ
の

エ
ジ
ェ
ク
タ
を
使
用
し
、
安

定
し
た
真
空
搬
送
を
実
現
し

つ
つ
エ
ア
消
費
量
を
削
減
可

能
。
ホ
ッ
ト
プ
ラ
グ
方
式
を

使
用
し
て
い
る
た
め
ハ
ン
ド

交
換
時
の
電
源
の
入
り
切
り

も
不
要
で
、
待
機
時
間
な
く

ス
ム
ー
ズ
に
次
の
動
作
を
開

始
で
き
る
。
ま
た
、
エ
ジ
ェ

ク
タ
へ
の
圧
縮
エ
ア
供
給
口

は
ツ
ー
ル
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
の

接
続
部
に
一
体
化
し
、
ハ
ン

ド
交
換
時
の
エ
ア
ホ
ー
ス
の

付
け
替
え
な
ど
も
不
要
と
な

っ
て
い
る
。

　
複
数
の
パ
ッ
ド
や
配
管
部

品
を
含
む
ハ
ン
ド
付
き
セ
ッ

ト
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
ハ

ン
ド
設
計
や
部
品
選
定
の
手

間
な
く
容
易
に
ロ
ボ
ッ
ト
ハ

ン
ド
と
し
て
使
用
で
き
る
。

　
山
洋
電
気
は
、
無
停
電
電

源
装
置（
Ｕ
Ｐ
Ｓ
）を
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
接
続
す
る
た
め
の
Ｌ

Ａ
Ｎ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
カ
ー

ド
＝
写
真
＝
を
発
売
し
た
。

　
同
製
品
は
、
デ
ー
タ
セ
ン

タ
な
ど
の
高
速
大
容
量
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
や
、
多
様
な
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
環
境
で
も
使
用
で

き
る
よ
う
に
１
ギ
ガ
ビ
ッ
ト

の
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
を
搭

載
。
サ
ー
バ
を
シ
ャ
ッ
ト
ダ

ウ
ン
す
る
た
め
の
通
信
方
式

と
し
て
、
Ｓ
Ｓ
Ｈ
（
セ
キ
ュ

挿
入
作
業
の
自
動
化
を
実
現

し
、
コ
ス
ト
や
使
い
勝
手
を

考
慮
し
て
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し

た
。
多
数
の
ユ
ニ
ッ
ト
を
標

準
的
に
準
備
し
、
そ
れ
ら
か

ら
選
ぶ
だ
け
で
幅
広
い
部
品

に
対
応
。
ま
た
バ
ラ
部
品
や

簡
易
ト
レ
イ
な
ど
荷
姿
そ
の

ま
ま
で
供
給
で
き
、
自
動
挿

入
が
可
能
。
直
感
的
に
分
か

り
や
す
い
Ｇ
Ｕ
Ｉ
の
作
成
ツ

ー
ル
を
使
い
、
誰
で
も
簡
単

に
生
産
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
作
成

可
能
。
セ
ル
化
し
て
あ
る
の

で
横
展
開
が
容
易
で
、
装
置

の
立
ち
上
げ
や
移
設
、
他
工

場
へ
の
展
開
が
簡
単
と
な
っ

て
い
る
。

　
オ
プ
テ
ッ
ク
ス
（
大
津
市

雄
琴
）
は
、
屋
内
防
犯
用
パ

ッ
シ
ブ
セ
ン
サ
ー
「
Ｆ
ｌ
ｉ

ｐ
Ｘ
　
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｎ
Ｄ
Ａ
Ｒ
Ｄ

（
フ
リ
ッ
プ
エ
ッ
ク
ス
ス
タ

ン
ダ
ー
ド
）
」
＝
写
真
＝
の

販
売
を
９
月
５
日
か
ら
開
始

し
た
。
新
製
品
は
、
既
存
モ

デ
ル
に
代
わ
る
シ
リ
ー
ズ
第

１
弾
で
、
イ
ン
テ
リ
ア
に
溶

け
込
む
自
然
な
デ
ザ
イ
ン

と
、
簡
単
に
調
整
で
き
る
検

知
エ
リ
ア
が
大
き
な
特
徴
。

壁
付
け
の
屋
内
防
犯
セ
ン
サ

ー
が
好
ま
れ
る
北
米
や
欧
州

か
ら
拡
販
を
進
め
る
。

　
店
舗
や
家
庭
に
お
い
て
も

モ
ノ
の
管
理
に
、人
の
目
と

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の
目
の
、

相
乗
効
果
を
取
り
入
れ
よ
。

倉
庫
を
高
度
に

使
う
発
想

急所72

　
強
い
モ
ノ
づ
く
り
が
で
き

る
よ
う
に
改
善
を
進
め
て
い

く
と
、
倉
庫
の
活
用
レ
ベ
ル

を
高
め
る
こ
と
が
大
切
だ
と

分
か
っ
て
き
ま
す
。
倉
庫
と

は
、
単
な
る
モ
ノ
の
保
管
場

で
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
管
理
を
し

て
、
空
い
て
い
る
場
所
に
モ

ノ
を
置
い
て
も
管
理
が
で
き

て
空
間
の
活
用
度
を
何
倍
に

も
引
き
上
げ
る
こ
と
を
し
ま

せ
ん
か
。

　
先
端
の
流
通
業
や
自
動
倉

庫
は
す
で
に
そ
の
よ
う
な
こ

と
を
実
行
し
て
い
ま
す
が
、

投
資
額
の
す
ご
さ
に
目
が
行

っ
て
し
ま
う
と
、
実
行
は
無

理
だ
と
思
え
て
し
ま
い
ま

す
。
し
か
し
見
る
べ
き
点
は

そ
こ
で
は
な
く
、
ア
ナ
ロ
グ

と
デ
ジ
タ
ル
の
両
方
を
活
用

す
る
と
い
う
発
想
で
す
。
今

は
バ
ー
コ
ー
ド
を
読
む
仕
組

み
な
ど
は
極
め
て
安
価
で
使

え
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

発
想
を
変
え
る
こ
と
で
倉
庫

を
革
新
し
て
モ
ノ
づ
く
り
を

強
く
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
！

所
な
ど
で
は
な
く
、
原
料
や

部
品
を
加
工
し
て
製
品
に
し

て
出
荷
す
る
流
れ
を
支
え
る

拠
点
で
あ
る
か
ら
で
す
。
で

す
か
ら
、
倉
庫
が
荷
物
で
埋

ま
っ
て
い
て
出
し
入
れ
が
混

乱
し
て
い
た
り
、
ど
こ
に
求

め
る
モ
ノ
が
あ
る
か
分
か
ら

な
い
よ
う
で
は
強
い
モ
ノ
づ

く
り
な
ど
は
到
底
達
成
で
き

な
い
の
で
す
。

　
倉
庫
活
用
の
レ
ベ
ル
を
上

げ
る
た
め
に
、
置
き
場
所
を

決
め
て
担
当
者
が
そ
れ
を
き

ち
ん
と
守
っ
て
整
頓
を
維
持

す
る
と
い
う
、
人
間
が
見
て

す
ぐ
分
か
る
ア
ナ
ロ
グ
の
仕

組
み
は
基
本
で
す
が
、
そ
れ

を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
で
き
る
デ

ジ
タ
ル
の
仕
組
み
が
あ
れ
ば

万
全
に
な
り
ま
す
。
「
ど
こ

に
何
が
ど
れ
だ
け
あ
る
か
」

を
デ
ー
タ
化
す
る
こ
と
で

す
。

　
現
実
を
見
る
と
、
以
前
と

比
べ
て
品
種
が
増
え
て
い

て
、
す
で
に
倉
庫
が
満
杯
で

身
動
き
が
取
れ
な
い
状
況
に

あ
る
工
場
も
多
く
あ
る
よ
う

で
す
。
し
か
し
、
倉
庫
の
中

を
よ
く
見
る
と
モ
ノ
が
置
か

れ
て
い
な
い
空
間
が
あ
る
の

で
す
。
情
報
が
タ
イ
ム
リ
ー

に
伝
わ
ら
な
い
た
め
、
空
間

が
活
用
で
き
ず
に
い
る
こ
と

や
、
あ
る
い
は
一
つ
の
入
れ

物
に
１
品
種
と
い
っ
た
管
理

が
そ
の
原
因
で
あ
る
よ
う
で

す
。

　
そ
こ
で
バ
ー
コ
ー
ド
な
ど

【
略
歴
】
柿
内
幸
夫
　
１
９
５
１
年
東
京
生
ま
れ
。

（
株
）
柿
内
幸
夫
技
術
士
事
務
所
　
所
長
と
し
て
モ
ノ
づ

く
り
の
改
善
を
通
じ
て
、
世
界
中
で
実
践
し
て
い
る
。
日

本
経
団
連
の
研
修
講
師
も
務
め
る
。
経
済
産
業
省
先
進
技

術
マ
イ
ス
タ
ー
（
平
成
29
年
度
）
、
柿
内
幸
夫
技
術
士
事

務
所
所
長
　
改
善
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
、
工
学
博
士
　
技
術

士
（
経
営
工
学
）
、
多
摩
大
学
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
客
員

教
授
、
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
ビ
ジ
ネ
ス
ス
ク
ー
ル
（
Ｋ

Ｂ
Ｓ
）
特
別
招
聘
教
授
（
２
０
１
１
〜
２
０
１
６
）
、
静

岡
大
学
客
員
教
授
。
著
書
「
カ
イ
ゼ
ン
４
・
０
―
ス
タ
ン

フ
ォ
ー
ド
発
　
企
業
に
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
起
こ
す
」、

「
儲
か
る
メ
ー
カ
ー
　
改
善
の
急
所
〈
１
０
１
項
〉
」
、

「
ち
ょ
こ
っ
と
改
善
が
企
業
を
変
え
る
：
大
き
な
変
革
を

実
現
す
る
42
の
ヒ
ン
ト
」
な
ど
。

一
般
社
団
法
人
日
本
カ
イ
ゼ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

　
改
善
の
実
行
を
通
じ
て
日
本
を
さ
ら
に
良
く
す
る
こ
と
を

目
指
し
、
２
０
１
９
年
６
月
に
設
立
。
企
業
間
ビ
ジ
ネ
ス
の

マ
ッ
チ
ン
グ
か
ら
問
題
・
課
題
へ
の
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
の
提

供
、
新
た
な
技
術
や
素
材
へ
の
情

報
提
供
、
そ
れ
ら
の
基
礎
と
な
る

企
業
間
の
ワ
イ
ワ
イ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
な

ど
勉
強
会
、
セ
ミ
ナ
ー
・
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
、
工
場
見
学
会
、
公
開

カ
イ
ゼ
ン
指
導
会
な
ど
を
行
っ
て

い
る
。

■
詳
細
・
入
会
は
こ
ち
ら

h
ttp

s
://w

w
w

・

kaizenproject

・jp/

�101
項

日本カイゼンプロジェクト
会長　　柿内幸夫

儲かるメーカー
改善の急所 新

製
品
・
サ
ー
ビ
ス

挿
入
工
程
の
自
動
化

ス
モ
ー
ル

ス
タ
ー
ト 

ス
カ
ラ
ロ
ボ
ッ
ト
活
用

　
Ｆ
Ｕ
Ｊ
Ｉ
は
、
工
場
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
工
程
を
自
動
化
す
る
、
小
型
多
関
節
ロ
ボ
ッ
ト
Ｓ
ｍ
ａ
ｒ
ｔ
Ｗ
ｉ

ｎ
ｇ
シ
リ
ー
ズ
の
一
つ
と
し
て
、
基
板
組
み
立
て
工
程
に
必
要
な
機
能
を
パ
ッ
ケ
ー
ジ
化
し
た
ロ
ボ
セ
ル

「
Ｓ
Ｗ
―
Ｂ
Ａ
」
を
展
開
し
て
い
る
。

FUJI「基板組立ロボセルSW-BA」

ＮＥＣプラットフォームズ
業務用タブレット端末 ロボセル「SW―BA」

「TWINPOS Sx」利用シーン例

　
電
子
基
板
へ
の
電
子
部
品

の
表
面
実
装
は
チ
ッ
プ
マ
ウ

ン
タ
ー
等
で
自
動
化
が
進
ん

で
い
る
が
、
コ
ネ
ク
タ
や
ア

ル
ミ
電
解
コ
ン
デ
ン
サ
な
ど

の
異
形
リ
ー
ド
部
品
を
取
り

扱
う
挿
入
工
程
は
、
供
給
荷

姿
が
ル
ー
ズ
だ
っ
た
り
実
装

部
品
点
数
が
少
な
い
こ
と
か

ら
手
作
業
が
主
流
と
な
っ
て

い
る
。

　
そ
れ
に
対
し
Ｓ
Ｗ
―
Ｂ
Ａ

は
、
６
㌔
㌘
可
搬
、
リ
ー
チ

　
Ｎ
Ｅ
Ｃ
プ
ラ
ッ
ト
フ
ォ
ー

ム
ズ
は
、
製
造
・
流
通
・
公

共
・
金
融
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な

現
場
で
活
用
で
き
る
よ
う
拡

張
性
に
優
れ
、
堅
牢
性
と
耐

環
境
性
を
備
え
た
業
務
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
「
Ｔ
Ｗ
Ｉ
Ｎ

Ｐ
Ｏ
Ｓ
　
Ｓ
ｘ
（
ツ
イ
ン
ポ

ス
エ
ス
エ
ッ
ク
ス
）
」
を
、

２
０
２
３
年
３
月
23
日
に
発

売
す
る
。

　
Ｉ
Ｐ
54
相
当
の
防
塵
・
防

滴
性
能
、
耐
落
下
強
度
１

㍍
、
抗
菌
・
抗
ウ
イ
ル
ス
仕

様
な
ど
業
務
用
端
末
と
し
て

求
め
ら
れ
る
堅
牢
性
・
耐
環

境
性
を
備
え
た
、
さ
ま
ざ
ま

な
業
種
の
現
場
に
お
け
る
Ｄ

Ｘ
化
を
支
援
す
る
業
務
用
タ

ブ
レ
ッ
ト
端
末
。

　
工
場
・
倉
庫
で
の
工
程
管

理
や
作
業
指
示
、
小
売
店
舗

に
お
け
る
発
注
・
棚
卸
し
や

勤
怠
管
理
な
ど
の
バ
ッ
ク
オ

フ
ィ
ス
業
務
、
店
頭
で
の
接

客
支
援
や
前
さ
ば
き
、
金
融

・
公
共
・
ホ
テ
ル
の
受
付
や

業
務
指
示
な
ど
、
幅
広
い
シ

ー
ン
で
の
活
用
が
可
能
。
ま

た
、
専
用
の
ク
レ
ー
ド
ル
や

ド
ッ
キ
ン
グ
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

を
介
し
て
各
種
周
辺
機
器
や

Ｉ
ｏ
Ｔ
デ
バ
イ
ス
と
連
携
で

き
る
。

　
外
観
は
、
人
目
に
触
れ
る

場
所
へ
の
設
置
や
接
客
用
途

を
意
識
し
た
ス
タ
イ
リ
ッ
シ

ュ
な
デ
ザ
イ
ン
を
取
り
入
れ

た
。

　
Ｕ
Ｓ
Ｂ
　
Ｐ
ｏ
ｗ
ｅ
ｒ
　

Ｄ
ｅ
ｌ
ｉ
ｖ
ｅ
ｒ
ｙ
の
採
用

で
、
モ
バ
イ
ル
バ
ッ
テ
リ
か

ら
の
電
源
供
給
も
で
き
、
電

源
環
境
の
整
っ
て
い
な
い
イ

ベ
ン
ト
会
場
や
屋
外
で
の
運

用
を
は
じ
め
、
災
害
時
な
ど

の
Ｂ
Ｃ
Ｐ
対
策
に
も
有
効
と

な
っ
て
い
る
。

堅
牢
・
耐
環
境
性
を
追
求

７
０
０
㍉
㍍
の
ス
カ
ラ
ロ
ボ

ッ
ト
と
２
種
類
の
ビ
ジ
ョ
ン

シ
ス
テ
ム
を
組
み
合
わ
せ
、

　
シ
ュ
マ
ル
ツ
は
、
協
働
ロ

ボ
ッ
ト
向
け
ツ
ー
ル
チ
ェ
ン

ジ
シ
ス
テ
ム
「
オ
ー
ト
ツ
ー

ル
チ
ェ
ン
ジ
ャ
ー
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｃ

Ｈ
」
の
グ
リ
ッ
パ
ー
モ
ジ
ュ

ー
ル
と
し
て
、
「
空
圧
式
エ

ジ
ェ
ク
タ
Ｒ
Ｅ
Ｃ
Ｂ
―
Ｍ
Ａ

Ｔ
Ｃ
Ｈ
」
＝
写
真
＝
を
発
売

協
働
ロ
ボ
ッ
ト
向
け
空
圧
式
エ
ジ
ェ
ク
タ　

電
気
式
真

空
ポ
ン
プ

4.5
倍
の
高
吸
い
込
み
量

シュマルツ

Ｕ
Ｐ
Ｓ
用
Ｌ
Ａ
Ｎ
イ
ン
タ
フ
ェ
ー
ス
カ
ー
ド　

１
Gb
Ｅ
ｔ
ｈ
ｅ
ｒ
ｎ
ｅ
ｔ
搭
載

山洋電気

オ
プ
テ
ッ
ク
ス　

防
犯
セ
ン
サ
ー

高
い
デ
ザ
イ
ン
性

　
検
知
エ
リ
ア
調
整
可
能

違
和
感
が
少
な
い
モ
ダ
ン
な

デ
ザ
イ
ン
を
採
用
す
る
と
と

も
に
、
同
社
で
は
初
め
て
と

な
る
グ
リ
ー
ン
の
表
示
灯
を

採
用
し
、
見
た
目
と
視
認
性

双
方
に
配
慮
し
て
い
る
。

　
さ
ら
に
、
設
置
現
場
に
応

じ
て
フ
レ
キ
シ
ブ
ル
に
検
知

範
囲
を
調
整
で
き
、
レ
ン
ズ

の
上
下
を
入
れ
替
え
る
だ
け

で
ワ
イ
ド
エ
リ
ア
と
ロ
ン
グ

エ
リ
ア
の
双
方
に
対
応
可

能
。

　
ま
た
、
各
国
の
規
格
に
準

拠
す
る
と
と
も
に
、
独
自
の

信
頼
性
試
験
を
実
施
し
、
小

動
物
等
の
検
知
を
キ
ャ
ン
セ

ル
す
る
機
能
を
備
え
、
誤
検

知
を
低
減
す
る
。

　
オ
リ
エ
ン
タ
ル
モ
ー
タ
ー

は
、
最
大
可
搬
質
量
２
０
０

㌔
㌘
の
リ
ニ
ア
ヘ
ッ
ド
「
Ｌ

Ｊ
リ
ニ
ア
ヘ
ッ
ド
」
を
発
売

し
た
。

　
同
製
品
は
、
ラ
ッ
ク
・
ピ

ニ
オ
ン
機
構
で
平
行
軸
ギ
ヤ

ヘ
ッ
ド
＋
モ
ー
タ
ー
に
装
着

す
る
こ
と
で
、
押
す
・
引
く

・
上
げ
る
・
下
げ
る
な
ど
の

直
線
動
作
を
得
る
こ
と
が
で

き
る
。
ラ
ッ
ク
・
ピ
ニ
オ
ン

機
構
を
自
作
す
る
場
合
と
比

べ
て
部
品
点
数
と
、
設
計
・

組
み
立
て
に
か
か
る
工
数
を

減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　
ピ
ニ
オ
ン
の
大
径
化
に
伴

い
、
歯
車
強
度
が
ア
ッ
プ
し

た
こ
と
で
最
大
可
搬
質
量
２

０
０
㌔
㌘
を
実
現
。
１
０
０

〜
７
０
０
㍉
㍍
の
ス
ト
ロ
ー

ク
を
ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
し
、
高

荷
重
、
ロ
ン
グ
ス
ト
ロ
ー
ク

の
用
途
に
最
適
と
な
っ
て
い

る
。

　
ア
ル
プ
ス
ア
ル
パ
イ
ン

は
、
圧
力
セ
ン
サ
の
新
た
な

ラ
イ
ン
ア
ッ
プ
と
し
て
、
既

存
の
防
水
性
能
を
維
持
し
た

ま
ま
、
ガ
ス
に
含
ま
れ
る
有

機
成
分
に
対
し
て
高
耐
性
機

能
を
追
加
し
た
、
ガ
ス
メ
ー

タ
ー
に
最
適
な
防
水
圧
力
セ

ン
サ
を
発
売
し
た
。

　
新
製
品
は
セ
ン
サ
を
カ
バ

ー
す
る
樹
脂
を
新
設
計
す
る

こ
と
で
高
耐
薬
品
性
能
を
実

現
。
金
属
ふ
た
と
セ
ラ
ミ
ッ

ク
基
板
と
の
接
着
樹
脂
を
新

設
計
し
て
接
着
力
が
向
上

し
、
既
存
製
品
よ
り
耐
衝
撃

性
能
を
向
上
。
製
品
形
状
は

既
存
製
品
か
ら
変
更
な
く
、

顧
客
が
Ｏ
リ
ン
グ
と
組
み
合

わ
せ
て
筐
体
に
は
め
込
む
だ

け
で
防
水
性
能
が
得
ら
れ
る

製
品
と
な
っ
て
い
る
。

　
取
り
付
け
が
容
易
な
表
面

実
装
タ
イ
プ
。
電
源
電
圧
は

１
．
７
〜
３
・
６
Ｖ
。
圧
力

計
測
範
囲
は
３
０
０
〜
２
０

０
０
ｈ
Ｐ
ａ
。

　
オ
ム
ロ
ン
は
、
業
界
最
小

ク
ラ
ス
の
シ
ー
ル
形
ス
イ
ッ

チ
に
リ
ー
フ
・
レ
バ
ー
タ
イ

プ
シ
リ
ー
ズ
＝
写
真
＝
を
追

加
発
売
し
た
。

　
寸
法
は
８
・
３
㍉
㍍
×
６

・
５
㍉
㍍
×
５
・
３
㍉
㍍

で
、
従
来
品
と
比
べ
る
と
体

積
は
62
％
に
小
型
化
。
ス
リ

ッ
ト
固
定
で
顧
客
ユ
ニ
ッ
ト

の
省
ス
ペ
ー
ス
化
・
薄
型
化

に
役
立
ち
、
左
右
対
称
形
状

で
、
設
計
も
簡
素
化
で
き

る
。
ス
ラ
イ
ド
構
造
で
静
音

性
を
確
保
。
高
接
触
信
頼
性

に
よ
る
微
小
負
荷
に
も
対

応
。
圧
入
端
子
（
フ
ォ
ー
ク

形
）
で
、
は
ん
だ
レ
ス
接
続

を
実
現
し
て
い
る
。

シ
ー
ル
形
ス
イ
ッ
チ　

リ
ー
フ
レ
バ
ー
型
追
加

オムロン

オリエンタルモーター
リニアヘッド

最大可搬質量200㎏

アルプスアルパイン

防水圧力センサに新機種
高耐薬品性能を追加　
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FA業界掲示板
■ 安川電機、e-メカサイトの用途・事例ペー
ジにインバータとアフターサービス記事追
加

　安川電機は、e-メカサイトの「用途・事
例」紹介ページに記事2件(インバータ、アフ
ターサービス)を追加した。
　インバータ事例「既存モータのまま水処理
ポンプの電力消費量を削減」では、水処理ポ
ンプは既存モータのまま、省エネ制御に優れ
た高性能インバータに置換えることで消費電
力量を削減したケースを紹介。
　アフターサービス事例「ロボットのガタつ
き・震えを診断し、止まらない設備を実現」
では、ロボットの減速機に使われるベアリン
グの摩耗状況や機構部の異常、劣化を定期的
に診断することで、万が一の故障による突発
的な生産停止を防いだ事例を取り上げてい
る。
■ 安川電機、コンタクトセンタの電話受付フ
ロー変更でつながりやすく

　安川電機は、YASKAWAコンタクトセン
タの電話受付フローを変更した。自動音声応
答による窓口振り分けを最適化し、従来の技
術、資料、アフターサービスの選択をなく
し、製品のみで窓口を選択できるようにして
つながりやすさの改善を目指す。
　製品別の振り分けと受付番号は以下の通
り、サーボ11、ロボット22、インバータ／
PMモータ33、マシンコントローラ55、環境
エネルギー機器66、NC関連製品77、その他
88。
■ カナデン、お役立ちコラム更新「圧倒的低
コストで構築できるICタグ棚管理システ
ム」

　カナデンは、製品サイトの「お役立ちコラ
ム」を更新し、「圧倒的に低コストで構築で
きるICタグ棚管理システム！備品や部品の
場所・数をリアルタイム自動管理」を追加し
た。すでに大手製造業メーカーの工場等でも
導入されている同社とAB Circleが提案する
「ICタグ棚管理システム」を紹介している。
■ 北陽電機、「まんがで分かる制御機器」第
2話公開

　北陽電機は、制御機器の知識についてまん
がを織り込みながら学べる「まんがで分かる
制御機器　基礎編」の第2話を同社ウェブサ
イトで公開した。制御機器メーカーに入社し
た文系出身のホクヨウマナブさんが、仕事中
さまざまな疑問や謎に直面し、先輩や上司か
ら教えてもらいながら制御機器を学んでいく
内容。第2話は「電圧と電流について」。
■ EPLAN、自動車産業向けのEPLAN導入事
例ブログを公開

　EPLANは、同社ブログで導入事例として
「【自動車産業】導入事例：複雑な組み立て
ラインで標準化とモジュール化の適応」を公
開した。
　自動車産業向けの照明システムの開発・生
産を手掛けるオーストリアのZKW社は、多
様で新しい製品や技術に対して、複雑で精密
な組み立てラインを絶えず適合させることが
課題だった。エンジニアリングにおける高度
な柔軟性を実現するために、ZKW社は最近
EPLANを導入した。
■ ヒロセ電機、小型防水シールドコネクタ特
集ページに情報追加

　ヒロセ電機は、小型防水シールドコネクタ
「LFシリーズ」特集ページに製品ラインナ

ップ表を追加した。プラグ、レセプタクル、
ジャックの3種類ごとに製品ラインアップ表
を掲載し、リリース済み製品は○印で示すと
ともに、要求により検討可能な製品は※印で
紹介している。
■ ダイヘン、ウエハ搬送ロボット「UT-
VDW3000」が機械工業デザイン賞IDEA受
賞
　ダイヘンの真空環境用ウエハ搬送ロボット
「UT-VDW3000」が、「機械工業デザイン
賞IDEA」で「日本ロボット工業会賞」を受
賞した。半導体製造プロセスにおける真空環
境下で世界最速レベルの高速搬送を実現した
性能とデザインの両立に注力した成果が高く
評価された。　
■ オプテックス・エフエー、Roll to Roll 計
測・検査サイトにSICKセンサを追加
　オプテックス・エフエーは、Roll to Roll
方式の製造工程における計測・検査ソリュー
ションを特集したサイトに、SICK（ジッ
ク）のセンサを使ったソリューション動画を
新たに追加した。同ソリューションは、対象
ワークの材質や色、厚さに対応した様々なア
プリケーションを用意しているため、ロール
シートなど長尺ものの制御に最適となってい
る。

セミナー・イベント情報
■ 中央電子、11月1日からCECプライベート
展2022開催
　中央電子は、11月1日から12月16日まで、
同社営業センターショールームプライベート
展会場（東京都八王子市明神町3丁目20番6号
八王子ファーストスクエア7階）で「CECプ
ライベート展2022」を開催する。完全予約制
となり、詳細は同社営業担当者まで。
■ ドーワテクノス、9月からWeb展示会「お
悩みスッキリフェア」開催中
　ドーワテクノスは、9月1日-11月30日にウ
ェブ展示会「お悩みスッキリフェア」を開催
している。同社が顧客と手掛けた古い設備の
保全・自動化・見える化・安全対策など現場
の改善事例を動画で紹介。「今展でお悩みス
ッキリのきっかけを是非、掴んでください」
としている。
■ パトライト、9月22日にウェビナー「RPA
運用のツボ」開催
　パトライトは、9月22日にウェビナー「15
分で課題解決！失敗から学ぶ、RPA運用の
ツボ」を開催する。
　同社に寄せられたRPAに関する様々な相
談の内容を、事例に沿って解決策を15分にギ
ュッとまとめて紹介する。開催日時は9月22
日(木) 11時30分～11時45分。定員100人。
■ EPLAN、9月29日にウェビナー「電気設計
を楽にする電気CADデモセミナー」開催

　EPLANは、9月29日にウェビナー「いま
電気設計はこんなに楽にできる！回路設計か
ら接続リスト作成まで効率125％UP！電気設
計者向け電気CADデモセミナー」を開催す
る。
　「回路図の修正作業の工数多い」「ヒュー
マンエラーによる修正は日常茶飯事」「部品
表や端子台リスト作成は別のツールを使って
コピペする」という仕事を毎日している電気
設計担当者を対象とし、「EPLAN Electric 
P8」のデモを通して、電気設計者の目線で
どのように設計を効率化できるかを紹介す
る。
■ 立花エレテック、9月28日にルネサス共催
でワイヤレス接続製品ウェビナー
　立花エレテックは、9月28日にウェビナー
「ルネサス 最新・ワイヤレス・コネクティ
ビティ製品の紹介（Bluetooth LE、Wi-Fi 
編）」をルネサスエレクトロニクスの共催で
開催する。
　ルネサスは、Bluetooth Low Energy、

Wi-Fi ICとモジュール、LoRaベースのソリ
ューション、サブGHz帯無線通信ICとモジ
ュールなどワイヤレス接続製品があり、今回
は新たに追加された旧ダイアログ・セミコン
ダクター製品（Bluetooth LE、Wi-Fi）につ
いて紹介する。

価格改定・納期情報
■ 日東工業、　23年4月から価格改定
　日東工業は、2023年4月3日から一部製品の
価格を改定し、値上げする。
　値上げ率は、ホーム分電盤約15％、ブレー
カ 約15％、開閉器約10％、 プラボックス約
10％、熱関連機器の一部約10％ 、盤用パー
ツの一部約10％、標準分電盤・制御盤約２～
10％。
■ オプテックス・エフエー、FAショップの
配送料を一部有料化
　オプテックス・エフエーは、これまでは購
入金額に関わらず全商品配送料無料だったオ
ンラインショップ「FAショップ」の配送料
について、10月1日から一部有料にする。購
入金額1万円（税別）以上は引き続き無料
で、購入金額1万円（税別）未満は配送料700
円とする。
■ 島田電機、販売方法見直しと、送料有料化
　島田電機は、10月1日から販売方法の見直
しと送料改定を実施する。改定内容は、一部
の取引先の掛率の見直しや、耐圧、安増接続
箱・プルボックスの加工費用の有料化、フレ
キ(ST、MYLEX、SLEX)切断費用の有料
化、一部書類関係の有料化、送料の見直しな
ど。製品価格の改定はしない。
■ ダイトロン、Eaton単相UPSの価格改定
　ダイトロンは、イートンエレクトリック製
単相UPSの価格を2022年9月1日から改定し
た。対象製品はEaton無停電電源装置各シリ
ーズ。5Pシリーズと5Pシリーズ関連サービ
ス付き商品、9PXシリーズと9PXシリーズ関
連サービス付き商品、9SXシリーズと9SXシ
リーズ関連サービス付き商品、その他オプシ
ョン品、各種交換用バッテリーパックなど。

オープン・移転情報
■ サンワテクノス、中国・青島と滋賀に営業
所開設
　サンワテクノスは、中国の上海サンワテク
ノスの新たな営業拠点として青島事務所を9
月1日から開設した。
　また、9月28日から滋賀営業所を滋賀県彦
根市に開設する。
　青島事務所のある中国・山東省は近年経済

が活発化し
ており、広
大な土地で
人口も多く
工業も盛ん
であり、と
くに北部エ
リアの中で
はさらなる
市場拡大が
見込まれて
いる。これ
まで山東省
エリアは北
方営業部大

連分公司で管轄していた。青島事務所開設に
より、工作・加工機械、医療機器、半導体製
造装置、食品機械などの中国ローカル顧客
へ、密着した営業活動を展開し、新規市場へ
の事業拡大を目指す。
　人員は、熊谷平五所長（北方営業部長が兼
務）のほか、現地営業社員2人体制で、受発
注納期対応は大連事務所が行う。
　同社の海外拠点はこれで29カ所、中国では
10拠点となった。
　一方、滋賀営業所の担当地域は現在、京都
支店で対応しているが、同エリアからのサポ
ートニーズに応え、彦根に滋賀営業所を開設
することで、滋賀の湖北・湖東地区を中心と
した事業拡大、および地域密着営業を推進す
る。
　人員は、
所長、常駐
営業社員2
人の3人体
制で、受発
注・納期管
理業務は京
都支店がリ
モートで行
う。
　なお、同
社の国内拠
点は29カ所
になる。

　滋賀営業所の住所は、滋賀県彦根市佐和町
11-30、アイシービル5階（〒522-0075）。
■ ターク・ジャパン、本社を移転
　ターク・ジャパンは、本社を9月5日から移
転した。
　新住所、電話は次の通り。
　▽住所＝東京都台東区台東1-24-2、ISM秋
葉原　1F（〒110-0016）
　▽電話＝03-5817-4253、FAX＝03-6685-
8747
■ ジャノメ、津支店を名古屋支店に統合
　ジャノメは津支店を名古屋支店に統合し
た。名古屋支店の連絡先は、〒462-0825愛知
県名古屋市北区大曽根4-19-25、電話番号は
052-982-1844、FAX番号は052-982-1744。
■ 壬生電機製作所、事業拡大を目指し北関東
営業所に名称変更

　壬生電機製作所は、北関東地区での事業を
より本格化し営業体制を強化させるため、北
関東出張所（さいたま市）を北関東営業所に
改称した。住所や電話番号等の変更はない。
■ ナ・デックス、群馬県太田市に太田営業所
開設

　ナ・デックスは、北関東と東北周辺エリア
の顧客へのサービス向上のため、群馬県太田
市に太田営業所を開設した。住所は、〒373-
0851群馬県太田市飯田町623番地ニッケイビ
ル3階。電話番号は、0276-47-7090、FAX番
号は0276-47-7091。

■ 不二電機工業、23年1月期第2四半期業績は
増収大幅増益に

　不二電機工業の2023年1月期第2四半期決算
は、売上高が前年同期比3.1％増の18億9000
万円、営業利益が同125.5％増の1億9000万
円、経常利益が同80.1％増の2億700万円、四
半期純利益が同79.6％増の1億4500万円と増
収大幅増益となった。
　電力向けや鉄道車両用の各種スイッチの売
り上げは減少したものの、コネクタ端子台や
試験用端子の売り上げが増加した。利益も売
り上げの増加に加え、受注増加に伴う在庫の
積み上げ、製造原価の一部経費低減が奏功し
た。

　通期予想は、売上高が前年同期比4.8％増
の39億円、営業利益が同27.1％増の2億9100
万円、経常利益が同14.3％増の3億1300万
円、当期純利益が同13.9％増の2億1700万円
と直近公表から変更はない。
■人事異動
　IDEC（9月1日付）
　▽経営戦略企画本部 長兼人事総務部長、 
IDECファクトリーソリューションズ副社長
（経営戦略企画部長）小川泰幸▽経営戦略企
画本部経営戦略企画部長（経営戦略企画部経
営戦略企画グループマネージャー）舩木 一
真

市
場
動
向

工作機械受注　2022年7月（確報）
金額（円） 前年同月比

内需 一般機械 213億3000万 23.2%増
自動車 133億9900万 53.4%増
電気・精密 61億9000万 23.0%減
航空・造船・
輸送用機械 9億5900万 5.4%増

586億5200万 31.3%増
外需 アジア 424億0300万 0.6%増

欧州 197億5100万 9.7%減
北米 258億7000万 8.2%増

904億3100万 0.9%増
合計 1424億1200万 5.5%増
日本工作機械工業会　受注統計より作成
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日本製半導体製造装置　販売高推移
販売高 前年同月比

2022年2月 2940億800万円 56.8%増
2022年3月 3148億7200万円 30.8%増
2022年4月 3061億9800万円 8.6%増
2022年5月 3077億1800万円 0.8%増
2022年6月 2845億8400万円 14.1%増
2022年7月 3205億6700万円 31.8%増
日本半導体製造装置協会統計より作成

2022年７月度半導体・
FPD製造装置販売高

勢い衰えず
3205億円に
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2022年6月度　配電・分電・制御装置生産実績
閉鎖型配電装置 特別高圧・

高圧配電盤
数量 3,892面
生産額 87億8200万円 
前年同月比 10.4%減

低圧配電盤 数量 3,296面
生産額 41億5900万円
前年同月比 20.5％減
合計金額 129億4100万円

分電盤 産業用分電盤 数量 2万8344台 
生産額 55億4400万円
前年同月比 4.2%減

住宅用分電盤 数量 20万9854台 
生産額 30億7900万円 
前年同月比 4.8%増
合計 86億2300万円

制御盤 監視制御装置 数量 4万4881式
生産額 166億3300万円 
前年同月比 14.3%減

その他の
開閉制御装置

数量 3万6028台
生産額 80億7400万円 
前年同月比 11.8%減

合計金額 462億7100万円
日本配電制御システム工業会統計より作成

2022年６月度配電・分電・制御装置生産実績

前年同月比11％減 463億円
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自動車やロボットなど世界的に需
要拡大が続くOリング

Q． ベトナム工場の生産品とその位置付け
を教えてください。

　折田氏　ベトナム工場ではOリングとオ
イルシールを製造し、生産したものの78％
を日本へ輸出しています。日本の自動車メ
ーカーや自動車関連業界のお客さま向けと
なり、高い品質レベルが求められるため、
日本国内の主要拠点である福島・熊本工場
の技術を持ち込んで、高い生産品質を実現
しています。
　ASEANではインドネシアやタイにも工
場はありますが、そちらは現地向けの日系
自動車メーカーや現地OEM向けになって
います。
Q． Oリング、オイルシールの需要は増え
ているのですか？

　折田氏　そうですね、ハイブリッドや
EVなど電動車を軸に世界的にモビリティ
需要が拡大していることに加え、コロナ禍
によって感染リスクの低い自動車が安全な
移動空間として再認識されたことも大きい
と思います。半導体不足も緩和に向かって
いて、今後も自動車のニーズは増加し、そ
れにともなってOリング・オイルシールも
必要数が増えると見込まれています。
　また産業用ロボットや協働ロボットなど
自動化にともなう産業機器で使われる数も
増えています。

増築の目的は生産能力増強と 
サプライチェーンの強靭化

Q． 今回の増築は、Oリングの需要増に備
えた生産能力強化という認識で良いで
すか？

　折田氏　Oリングの需要増はもちろんで
すが、日本からの生産分散とサプライチェ
ーンの分断を阻止したいというのが今回の
増築の狙いです。
　現在、Oリングの生産は、日本国内が60
％を占めています。しかし近ごろ国内で
は、地震や台風、大雨などの自然災害が多
発しています。2016年の熊本地震では当社
の熊本工場も被災しました。当時、生産の
一時停止を強いられたこともあり、生産拠
点を分散する必要性が高まっていました。
　また、新型コロナウイルスの感染拡大に
よって世界規模でサプライチェーンが影響
を受けました。当社は従業員の頑張りに助
けられてなんとか安定供給を死守できまし
たが、サプライチェーン分断のリスク回避
も課題でした。
そうした背景があり、ベトナムは生産拠点
として非常に優れていることから増築の判
断に至りました。
　ベトナムは人口の平均年齢が30.1歳ほど
と若く、多くが親日的で勤勉、手先も器用
です。ASEANのなかでも比較的賃金が安
く、労働力を確保しやすい。経済成長の伸
びも著しく、政治的・経済的に安定し、日
本との関係も良好というのも大きな後押し
になりました。

品質向上に向けて製造工程の 
データを電子化して診える化

Q． ベトナム工場はどれくらいの規模なの
ですか？

　折田氏　ベトナム工場は、ベトナム南
部、ホーチミン市の北のドンナイ省ビエン

ホア市のアマタ工業団地内にあります。約
9万5000平方㍍の敷地に2万平方㍍のオイル
シール棟、1万2000平方㍍のOリング棟で
構成され、1994人の従業員が働いていま
す。年間のOリング生産能力は約3.6億個
となっています。
　今回のOリング生産棟の増築部分は、既
存の生産棟と同じ1万2000平方㍍あり、広
さが約2倍になりました。従業員も新たに
約400人を採用する計画で、生産能力も約6
億個へと大きく増加する見通しです。

Q． 今回、ベトナム工場で実現した新たな
取り組み、力を入れた部分を教えてく
ださい。

　折田氏　今回、特に力を入れて取り組ん
だところは2つあります。製造面では工程
データのデジタル化による業務効率化と品
質向上、従業員の働きやすさ向上と管理業
務の効率化として食堂や駐車場管理のスマ
ート化です。
　製造面では、スマートインフォメーショ
ン（デジタル診える化）を推進し、工程デ
ータと検査データを電子化し、それを統合
管理することで、早期の異常発見と対策、
トレーサビリティを強化しました。
　各工程のデータを接続して一元管理し、
製造ラインの目標個数や進捗、生産実績、
不良発生数などがいつでも確認でき、現場
マネージャーはタブレットでも見られるよ
うになっています。検査の抜け漏れを防
ぎ、不良が見つかったら、そこからドリル
ダウンして、どのロットで、どの工程のど
こに問題があったかを素早く突き止め、対
策を打つこともできます。昔は紙でやって
いたため、分析や対応に時間がかかりまし
たが、今は状況をリアルタイムにモニタリ
ングして迅速に対応できます。

Q． 効果のほどはいかがですか？
　折田氏　今回は、製造（製造ラインの電

子化）、品質管理（検査記録の電子化）、
異常処置ルートの電子化（試験・抜き取り
プロセスの電子化）、型管理（型管理・洗
浄プロセス管理）、部品準備（準備工程内
の電子化、型管理・払出・使用状況管
理）、出荷倉庫（入庫・出荷プロセス管
理）、原材料管理、人事（人員・給与・明
細書のオンライン化、食堂サービスの電子
化、駐車場管理システムの電子化）をデジ
タル化して見える化しましたが、各業務で
生産性が25％アップし、紙の使用量も50％
以上減らすことができました。また異常の
早期発見やトレーサビリティ強化、各種デ
ータの検索時間短縮といった定性的な効果
もありました。

従業員の働きやすさ＆ 
フードロス削減につながった 
食堂のスマート化

Q． もうひとつの取り組みが食堂や駐車場
の管理システムということですが、ス
マートファクトリーやDX、デジタル
化の文脈では意外な気がしました。

　折田氏　当社は「人を尊重する」ことに
重きを置いており、従業員にとって食堂は
とても大切な場所です。おなかが減ったら
元気は出ませんし、おいしいごはんを食べ
れば頑張ろうと思えますよね。東南アジア
は若い人が多く、ベトナム工場で働いてい
る人たちも若くてよく食べます。社員に気
持ちよく働いてもらうためには、食堂の充
実はとても重要なのです。
Q． 確かに。具体的にはどんな形にしたの
ですか？

　折田氏　食堂のメニューを電子化し、ス
マートフォンで事前に注文する仕組みにし
ました。
　以前から昼休みの食堂はとても混雑して
いました。人気のあるメニューには長い行
列ができ、時には一部のメニューが売り切
れになることもありました。特にコロナ禍
の3密防止下では、グループ分けをして食
堂の利用時間をずらしていたので、順番が
遅いグループになると注文できるメニュー
が限られ、不平等になってしまうという問
題がありました。
　そうしたことをなくすためにシステム化
を行い、3日前までにスマートフォンでメ
ニューを申し込んでおけば、昼休みに食堂
に行って指紋認証をすると注文済みのメニ
ューがすぐに出てくるようにしました。
Q． これはうれしいですね。確かに行列に
並ぶのはストレスです。

　折田氏　お昼休みの時間は限られていま
す。そのなかで行列に並ぶのは嫌ですし、
ましてや食べたいものが食べられなかった
らガッカリします。新しいシステムは、列
に並んで待つことなくスムーズに食事を受
け取り、昼休みの時間を長く使えるととて
も好評です。
またそれだけでなく、フードロス対策にも
大きな効果を上げています。
　以前は食材の余剰だったり欠品が出るの
が当たり前でした。次の日に回せる食材も
あれば、当日に消化しなければならない食
材もあり、なかなかフードロスを減らすこ
とが難しかったのです。しかし今は予約注
文制なので過剰な仕入れも廃棄も減らすこ
とができました。
　この食堂管理と運営の仕組みは、日本で
もまだ導入しておらず、ベトナムで世界に
先駆けて導入しました。

駐車場管理システムも一新 
入退勤時の混雑を緩和

Q． 従業員満足とフードロス対策の一石二
鳥ですね。駐車場の管理はどのような
ことを行ったのですか？

　折田氏　駐車場に顔認証システムを導入
し、入出庫管理を効率化し、不審者の入場
も防いでいます。
　ベトナムはバイク通勤が主流で、何百人
もの従業員が一斉にバイクで通勤してきま
す。これまで駐車場の入り口では、複数名
の守衛さんが、出勤してきた従業員の顔と
社員証を確認し、紙の駐車チケットを手渡
しして入出庫管理をしていました。やはり
ここでも食堂同様、毎日長い行列ができて
いました。
Q． それも従業員にとってはストレスにな
りますね。音や排ガスも酷そうです。

　折田氏　その通りです。ですので、それ
を解消するためにシステム化しました。
　駐車場の入り口にカメラを2台取り付
け、顔認証とナンバープレートを撮影し、
管理システムのデータを照合。問題なけれ
ばそのまま入場、他人だったりナンバーが
違っていたら入場できないという自動化の
仕組みにしました。これによって入退場が
スムーズになり、管理のための守衛さんの
人数も抑えられ、セキュリティを高めるこ
ともできました。

品質と人尊重に軸足を置く 
NOKのスマートファクトリー

Q． スマートファクトリーというと、自動
化やロボット、AI導入などを通じて生
産性向上を主眼としたり、脱炭素に向
けたカーボンニュートラルに向けた取
り組みが目立ちます。御社のスマート
ファクトリーの取り組み、方向性につ
いて教えてください。

　折田氏　当社のスマートファクトリー
は、ダントツの品質と、人と環境にやさし
いものづくりをポイントに進めています。
　ダントツの品質とは、製造情報を収集し
て、集約、分析して見える化を行い、当社
がこれまで培ってきた技術に裏打ちされた
高品質の製品を作ることをいい、不適合な
ものは徹底的にトレーサビリティを行って
改善をしています。
　Oリングやオイルシールはもう数十年以
上作っていて、基本的な作り方は完成して
います。しかしながら車の性能が上がるに
つれ、Oリングにかかる圧力が高くなって
いたり、漏れに対して敏感になっていたり

するので、私たちは常に品質を高めていく
努力を続けていかなければなりません。基
本的な作り方は同じでも品質を高めていく
ため、検査をより緻密に行うようにするな
どの工夫を重ねています。
人にやさしいに関しては、経営方針に「人
間尊重」を掲げ、以前から人を大事にする
ことを重視してきました。人間に負荷がか
かる工程はなるべく自動化していこうとい
う考え方で進めています。
　生産性向上に向けて現場改善に積極的に
取り組んでいますが、効率や損益だけ考え
て、改善して原価が下がったけど従業員は
大変になったというのは改善ではありませ
ん。改善は、現場の人が喜ぶ改善でなけれ
ばいけないものです。自動化・オートメー
ション化は従業員にとっては負荷を下げる
ものであり、そうして空いた時間を品質や
付加価値の高い仕事へシフトしてもらう。
こうした哲学で進めています。
　人は間違いを起こすもので、現場で働く
人はそのプレッシャーに囲まれており、そ
れを減らすことも大切。現場で働いている
人のストレスを解消し、新たなストレスを
かけないことが最終的には自社の利益につ
ながると考えており、そこに向けて取り組
んでいます。

Q． 今後に向けて
　折田氏　海外工場では日本の国内工場で
確立した機械・設備で運用しており、従業
員の賃金も年々上昇しています。そのなか
で収益性を高めるには、日本国内の生産技
術力を強化することが不可欠です。
　現在は後工程の自動化に取り組んでいま
す。例えばOリングは、ふにゃふにゃと柔
らかく、ロボットではつかむのが難しいた
め海外では人手作業が中心ですが、国内で
はロボットによる自動化を進めています。
すでに生産ラインに導入して実践していま
す。
　また今の後工程の機械は、大型で、ある
工程専用機になり、高額で稼働開始までの
リードタイムが長くなっているという課題
があります。もっとシンプルでスマート、
小さくし、かつ汎用的にして、スペースあ
たりの生産性を高めるような機械にしたい
と考えています。そのためにはロボットを
はじめ、カメラや画像処理、AIの技術等
がカギになり、それを使いこなし、実現す
るためにも生産技術のさらなるレベルアッ
プは重要だと考えています。
　人が介在せず、素材を投入したらそのま
まものが完成する。将来的にはそうしたス
マートファクトリー的な、モデルファクト
リーも作ってみたいですね（笑）。

ダントツ品質の実現と人を尊重に取り組む
NOKベトナム工場

ウチのスマートファクトリー

　工場の形は各社それぞれ。何を重視し、こだわるかは各社で異なり、そこに正解はな
い。だからこそ、将来どんな工場にして何を得たいか、そこに向けてどう進化させていく
か、自社の理念と明確な軸を持つことが大切だ。
　オイルシールやOリングの世界トップメーカーのNOKは、2022年7月にベトナム工場で
新たにOリング生産棟を増築して稼働を開始。「品質」と「人を尊重する」という同社の
経営理念がよく現れた工場となっている。NOK取締役専務執行役員事業推進本部長　折
田純一氏に話を聞いた。

社 名：Vietnam NOK Co., Ltd．
設 立：2004年8月4日
主要生産品目：Oリング、オイルシール
従業員数：1994名（22年3月末時点）
資 本 金：2700万US㌦（約30億円）
土地面積：アマタ工業団地内　9万5000平方㍍
建物面積：4万4000平方㍍
　　　　　・オイルシール棟　2万平方㍍
　　　　　・Oリング棟　1万2000平方㍍
　　　　　・Oリング棟増築分　1万2000平方㍍

NOKベトナム工場の概要



（5）　　　２０２２年（令和４年）９月１４日

配線接続機器 需要が拡大 旺
盛
な
投
資 

幅
広
い
市
場

課
題
は
素
材
価
格
の
上
昇
、納
期
対
応

　
工
場
の
自
動
化
投
資
や
通
信
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
、
都
市
再
開
発
な
ど
、
旺
盛
な
設
備
投
資

を
背
景
に
、
端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
配
線
接
続
機
器
の
需
要
が
拡
大
し
て
い
る
。
こ
の

一
方
で
、
製
品
の
素
材
に
な
る
金
属
や
樹
脂
関
係
の
不
足
が
深
刻
化
し
て
お
り
、
計
画
通
り

の
生
産
が
で
き
て
い
な
い
。
海
外
の
コ
ロ
ナ
感
染
に
伴
う
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン
や
ウ
ク
ラ
イ
ナ
と

ロ
シ
ア
の
戦
争
の
影
響
な
ど
が
加
わ
り
、
価
格
高
騰
と
原
材
料
不
足
の
傾
向
に
拍
車
を
か
け

て
い
る
。
こ
れ
に
円
安
傾
向
が
日
毎
に
進
ん
で
い
る
こ
と
で
、
海
外
か
ら
の
調
達
コ
ス
ト
は

急
速
に
上
昇
し
て
い
る
。
配
線
接
続
機
器
は
人
手
不
足
や
コ
ロ
ナ
感
染
を
防
ぐ
意
味
も
あ

り
、
省
力
・
省
人
、
自
動
化
に
対
応
し
た
製
品
開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
Ｉ
ｏ
Ｔ
や
５
Ｇ

な
ど
、
情
報
通
信
投
資
を
見
据
え
た
配
線
接
続
ニ
ー
ズ
は
多
様
化
を
見
せ
て
お
り
、
さ
ら
な

る
拡
大
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　
同
時
に
用
途
も
、
従
来
ス
プ
リ
ン
グ
式
は
制

御
用
や
小
電
力
用
を
中
心
に
普
及
が
進
ん
で
い

た
が
、
こ
こ
数
年
、
電
磁
開
閉
器
や
配
線
ブ
レ

ー
カ
ー
に
加
え
、
操
作
用
ス
イ
ッ
チ
や
ス
イ
ッ

チ
グ
電
源
な
ど
、
従
来
は
ネ
ジ
式
接
続
が
使
用

さ
れ
て
い
た
機
器
で
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台

の
採
用
が
増
え
つ
つ
あ
る
。
さ
ら
に
、
大
電
流

用
で
の
ス
プ
リ
ン
グ
式
端
子
台
の
ラ
イ
ン
ア
ッ

プ
も
急
速
に
拡
充
し
て
い
る
。
１
５
０
０
Ⅴ
／

３
０
０
Ａ
の
高
圧
・
高
電
流
の
動
力
・
電
源
用

途
に
対
応
し
た
り
、
電
線
径
２
０
０
㎟
と
い
う

太
線
で
も
ド
ラ
イ
バ
ー
を
使
っ
て
ワ
ン
タ
ッ
チ

で
裸
の
電
線
接
続
が
可
能
な
端
子
台
も
販
売
さ

れ
て
い
る
。
　

　
大
電
流
用
途
で
は
、
丸
型
圧
着
端
子
台
（
丸

端
）
で
配
線
後
の
増
し
締
め
を
す
る
と
い
う
習

慣
が
定
着
し
て
い
る
が
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
接

続
信
頼
性
へ
の
評
価
の
高
ま
り
に
加
え
、
人
手

不
足
も
重
な
り
、
徐
々
に
こ
の
習
慣
が
な
く
な

り
つ
つ
あ
る
。
増
し
締
め
が
不
要
に
な
る
こ
と

で
、
ト
ー
タ
ル
コ
ス
ト
面
も
ス
プ
リ
ン
グ
式
の

優
位
性
が
高
く
な
っ
て
き
て
お
り
、
市
場
に
大

き
な
変
化
が
出
始
め
て
い
る
。
日
本
で
は
公
共

建
設
物
や
送
配
電
分
野
で
は
ネ
ジ
式
が
多
く
使

用
さ
れ
て
い
る
が
、
法
的
な
規
制
が
徐
々
に
見

直
さ
れ
、
国
土
交
通
省
発
行
の
公
共
建
築
工
事

標
準
仕
様
書
（
電
気
設
備
工
事
編
）
の
令
和
４

年
（
22
年
）
度
版
に
、
「
ね
じ
な
し
端
子
」
が

制
御
盤
に
使
用
す
る
器
具
の
端
子
と
し
て
追
加

さ
れ
た
。
こ
れ
に
よ
り
ス
プ
リ
ン
グ
端
子
を
国

交
省
公
認
で
公
共
案
件
に
も
使
用
で
き
る
こ
と

に
な
っ
た
。

　
最
近
は
欧
州
を
中
心
に
、
プ
リ
ン
ト
基
板
に

外
部
端
子
を
使
用
し
な
い
で
直
接
給
電
す
る
た

め
の
大
電
流
対
応
コ
ネ
ク
タ
の
要
求
が
高
ま
っ

て
い
る
。
大
容
量
の
電
源
、
イ
ン
バ
ー
タ
、
サ

ー
ボ
ア
ン
プ
な
ど
で
プ
リ
ン
ト
基
板
に
直
接
給

電
す
る
こ
と
で
、
大
幅
な
小
型
化
と
電
力
損
失

の
低
減
が
図
れ
、
省
エ
ネ
化
に
つ
な
が
る
と
い

う
も
の
だ
。
コ
ネ
ク
タ
の
採
用
で
電
線
の
ハ
ー

ネ
ス
化
に
よ
る
組
立
性
や
ボ
ー
ド
交
換
な
ど
の

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
性
向
上
が
図
れ
る
と
い
う
効
果

も
見
込
め
る
。

　
最
近
発
売
さ
れ
て
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台

と
し
て
、
配
線
を
端
子
側
面
か
ら
挿
入
す
る
プ

ッ
シ
ュ
イ
ン
端
子
台
で
、
設
置
高
さ
方
向
の
ス

ペ
ー
ス
に
余
裕
の
な
い
場
合
で
も
配
線
が
容
易

に
行
え
る
。
丸
端
な
ど
の
ネ
ジ
式
配
線
接
続
式

と
方
向
が
同
じ
の
た
め
、
ネ
ジ
式
端
子
台
か
ら

の
切
り
替
え
も
進
め
や
す
く
、
側
面
配
線
の
た

め
、
ケ
ー
ブ
ル
ダ
ク
ト
ま
で
の
配
線
曲
げ
も
不

要
に
な
る
な
ど
の
利
点
が
あ
る
。

　
も
う
一
つ
注
目
さ
れ
て
い
る
端
子
台
が
、
配

線
方
式
に
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
式
を
採
用
し
て
配
線

工
数
と
端
子
ス
ペ
ー
ス
の
削
減
を
図
る
と
と
も

に
、
取
り
外
し
可
能
な
足
を
取
り
付
け
る
こ
と

で
、
縦
横
兼
用
で
使
用
で
き
る
コ
ネ
ク
タ
端
子

台
だ
。
足
を
外
し
た
場
合
は
縦
向
き
に
、
足
を

付
け
た
ま
ま
の
場
合
は
横
向
け
に
と
、
１
台
で

縦
向
き
・
横
向
き
の
両
方
に
対
応
可
能
に
な

る
。
在
庫
を
削
減
で
き
、
盤
の
小
型
化
に
も
貢

献
す
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
中
で
新
発
想
の
配
線
方
法

と
し
て
注
目
さ
れ
て
い
る
の
が
ケ
ー
ブ
ル
エ
ン

ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
だ
。
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
ユ
ニ
ッ

ト
や
制
御
盤
の
筐
体
面
か
ら
取
り
出
す
多
数
の

ケ
ー
ブ
ル
、
ホ
ー
ス
、
コ
ン
ジ
ッ
ト
類
を
集
約

し
、
専
用
工
具
不
要
で
簡
単
に
組
み
立
て
が
で

き
る
も
の
。
コ
ネ
ク
タ
や
圧
着
端
子
が
付
い
た

状
態
の
ケ
ー
ブ
ル
を
、
分
割
式
フ
レ
ー
ム
と
分

割
形
ケ
ー
ブ
ル
グ
ロ
メ
ッ
ト
を
使
用
す
る
こ
と

で
、
素
早
く
簡
単
に
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
す
る
こ
と

が
で
き
る
。
保
護
等
級
も
最
大
Ｉ
Ｐ
68
に
対
応

で
き
る
。
Ｅ
Ｍ
Ｃ
対
策
に
も
つ
な
が
る
こ
と

で
、
評
価
を
高
め
て
い
る
。

　
用
途
も
工
作
機
械
、
鉄
道
、
建
機
な
ど
に
加

え
、
人
体
に
影
響
を
及
ぼ
す
食
品
機
械
や
医
薬

製
造
機
械
な
ど
に
も
広
が
り
つ
つ
あ
る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
需
要
は
産
業
機
器
か
ら
民

生
機
器
、
車
載
、
社
会
イ
ン
フ
ラ
ま
で
需
要
の

裾
野
が
非
常
に
広
い
こ
と
か
ら
、
安
定
し
た
市

場
を
形
成
し
て
い
る
。
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
化
、
Ｄ

Ｃ
電
力
の
活
用
な
ど
も
新
た
な
市
場
と
し
て
期

待
で
き
る
。

　
端
子
台
、
コ
ネ
ク
タ
に
代
表
さ
れ
る
配
線
接

続
機
器
は
、
機
器
・
装
置
の
配
線
を
つ
な
い
で

電
気
や
信
号
を
な
ど
伝
え
る
重
要
な
役
割
を
果

た
し
て
お
り
、
用
途
も
微
少
電
流
か
ら
高
容
量

電
流
ま
で
幅
広
い
。

　
５
Ｇ
や
Ｉ
ｏ
Ｔ
な
ど
の
情
報
通
信
の
イ
ン
フ

ラ
投
資
や
、
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
関
連
投
資
、
さ
ら

に
は
人
手
不
足
を
背
景
に
し
た
自
動
化
・
省
人

化
投
資
の
拡
大
な
ど
で
、
需
要
は
大
き
く
拡
大

し
て
い
る
。

　
コ
ロ
ナ
の
感
染
者
数
は
依
然
減
少
の
傾
向
は

見
え
て
い
な
い
も
の
の
、
企
業
活
動
は
平
常
に

戻
り
つ
つ
あ
る
。
企
業
業
績
も
受
注
残
、
売
り

上
げ
と
も
伸
長
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
多
い
。
た

だ
、
利
益
は
原
材
料
価
格
の
高
騰
や
物
流
費
の

増
加
な
ど
か
ら
圧
縮
さ
れ
る
方
向
に
あ
る
。
原

材
料
や
部
品
の
調
達
コ
ス
ト
は
急
速
に
上
昇
し

て
お
り
、
品
不
足
も
あ
っ
て
価
格
に
関
係
な
く

調
達
す
る
傾
向
が
強
ま
っ
て
い
る
。

　
以
前
は
半
導
体
の
不
足
で
電
子
機
器
や
装
置

が
作
れ
な
い
と
い
う
声
が
多
か
っ
た
が
、
現
在

は
こ
れ
に
加
え
、
金
属
、
樹
脂
な
ど
も
計
画
通

り
の
調
達
が
で
き
な
い
状
態
に
な
っ
て
お
り
、

受
注
残
を
増
や
す
要
因
に
な
っ
て
い
る
。
配
線

接
続
機
器
は
基
本
、
半
導
体
の
使
用
し
て
い
な

い
が
、
樹
脂
や
金
属
の
調
達
難
は
ダ
イ
レ
ク
ト

に
生
産
計
画
に
影
響
す
る
。
円
安
も
加
わ
り
、

原
材
料
コ
ス
ト
は
急
上
昇
し
て
お
り
、
大
幅
な

利
益
圧
迫
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。

　
こ
う
し
た
背
景
か
ら
価
格
改
定
を
行
う
配
線

接
続
機
器
メ
ー
カ
ー
も
出
始
め
て
い
る
が
、
ま

だ
様
子
見
の
と
こ
ろ
も
多
い
。

　
配
線
接
続
器
機
器
で
は
、
省
配
線
化
や
省
工

数
に
つ
な
が
る
製
品
へ
の
関
心
が
高
ま
っ
て
い

る
。

　
配
線
接
続
機
器
の
う
ち
、
端
子
台
は
小
型
・

省
ス
ペ
ー
ス
化
に
加
え
、
配
線
工
数
の
削
減
と

Ｄ
Ｃ
（
直
流
）
の
高
耐
圧
化
な
ど
を
目
指
し
た

開
発
が
著
し
い
。
端
子
台
の
配
線
作
業
の
省
力

化
ニ
ー
ズ
は
人
手
不
足
も
加
わ
り
ま
す
ま
す
高

ま
っ
て
い
る
。

　
端
子
台
の
配
線
接
続
方
法
は
、
日
本
で
主
流

に
な
っ
て
い
る
ね
じ
式
、
欧
米
で
主
流
に
な
っ

て
い
る
圧
着
端
子
を
使
用
し
な
い
ス
プ
リ
ン
グ

式
（
ね
じ
レ
ス
式
）
と
い
う
大
き
く
２
つ
の
方

式
が
あ
る
。
ま
だ
ね
じ
式
の
採
用
が
多
い
も
の

の
、
人
手
不
足
か
ら
配
線
接
続
作
業
の
省
力
化

対
策
と
し
て
、
ス
プ
リ
ン
グ
式
の
採
用
が
増
え

て
い
る
。

　
日
本
で
は
ね
じ
を
使
っ
た
丸
型
圧
着
端
子
台

（
丸
端
）
が
長
年
使
用
さ
れ
、
定
着
し
て
い

る
。
特
に
高
圧
・
大
電
流
用
途
や
振
動
の
多
い

用
途
で
は
ね
じ
式
の
使
用
が
多
い
。
接
続
信
頼

性
が
高
い
と
い
う
の
が
大
き
な
理
由
だ
。
ス
プ

リ
ン
グ
式
は
ケ
ー
ブ
ル
を
挿
し
込
む
だ
け
で
配

線
作
業
が
完
了
し
、
ネ
ジ
締
め
作
業
や
締
め
る

加
減
も
不
要
な
ど
、
省
力
化
効
果
は
大
き
い
。

ま
だ
配
線
作
業
が
不
慣
れ
な
初
心
者
で
あ
っ
て

も
簡
単
に
作
業
が
で
き
る
こ
と
か
ら
、
熟
練
作

業
者
で
な
く
て
も
配
線
技
術
習
得
に
時
間
が
か

か
ら
ず
、
懸
念
さ
れ
て
い
た
振
動
で
の
配
線
の

緩
み
や
経
年
で
の
信
頼
性
に
対
す
る
心
配
も
使

用
実
績
を
重
ね
る
こ
と
で
払
拭
さ
れ
、
採
用
加

速
へ
の
追
い
風
に
な
っ
て
い
る
。

　
ス
プ
リ
ン
グ
式
も
メ
ー
カ
ー
に
よ
っ
て
接
続

方
法
に
は
多
少
違
い
が
あ
る
。
配
線
工
具
を
使

用
す
る
方
法
が
多
か
っ
た
が
、
最
近
は
工
具
不

要
の
方
法
も
増
え
て
い
る
。
ま
た
、
配
線
ケ
ー

ブ
ル
の
先
に
フ
ェ
ル
ー
ル
を
装
着
し
た
方
法
か

ら
、
フ
ェ
ル
ー
ル
な
し
で
被
覆
し
た
ケ
ー
ブ
ル

を
そ
の
ま
ま
端
子
台
に
差
し
込
む
こ
と
が
で
き

る
方
法
も
登
場
し
て
き
て
い
る
。
配
線
が
き
ち

ん
と
接
続
で
き
て
い
る
か
の
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
表

示
も
可
能
な
こ
と
か
ら
、
作
業
ミ
ス
な
ど
接
続

不
良
の
防
止
に
も
つ
な
が
る
。
こ
の
よ
う
に
ス

プ
リ
ン
グ
式
の
接
続
方
法
は
日
進
月
歩
で
改
良

が
進
ん
で
、
使
い
や
す
さ
が
増
し
て
い
る
。

情
報
通
信
、工
場
、車
載
、イ
ン
フ
ラ
設
備

高まる省工数ニーズ スプリング式 採用増

公
共
工
事
で
も
脱
ネ
ジ
の
流
れ
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主
要
各
社
の
製
品
紹
介

配
線
接
続
機
器

　
装
置
や
工
場
内
の
各
種
信
号
線
・
電

源
線
・
通
信
線
の
配
線
は
作
業
性
・
確

実
性
・
保
守
性
の
向
上
と
効
率
化
の
た

２
つ
の
接
続
式
で
簡
単
配
線

フエニックス・コンタクト

https://sacc.phoenix-contact.jp/

組立式Ｍ12コネクタ「ＳＡＣＣシリーズ」

め
に
コ
ネ
ク
タ
化
の
ニ
ー
ズ
が
増
々
高

ま
っ
て
お
り
、
現
場
で
コ
ネ
ク
タ
化
で

き
る
組
立
式
Ｍ
12
コ
ネ
ク
タ
の
採
用
が

増
加
し
て
い

る
。

　
フ
エ
ニ
ッ
ク

ス
・
コ
ン
タ
ク

ト
は
、
こ
の
ニ

ー
ズ
に
合
致
し

た
ユ
ニ
ー
ク
な

各
種
組
立
式
Ｍ

12
コ
ネ
ク
タ

「
Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｃ
シ

リ
ー
ズ
」
を
ラ

イ
ン
ア
ッ
プ
し

て
い
る
。

　
煩
わ
し
い
は

ん
だ
接
続
や
締

付
緩
み
が
心
配
な
ね
じ
接
続
と
異
な

る
、
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
圧
接
接
続
と

Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
接
続
が
主
流
と

な
っ
て
い
る
。
圧
接
接
続
は
、
電
線
を

セ
ッ
ト
し
た
ナ
ッ
ト
を
締
め
込
む
だ
け

で
施
工
が
完
了
で
き
、
従
来
の
は
ん
だ

式
や
ね
じ
式
、
圧
着
式
の
様
な
細
か
い

作
業
を
必
要
と
し
な
い
。
導
体
と
の
気

密
性
と
均
一
な
接
触
力
を
作
り
出
す
事

が
で
き
る
た
め
、
長
期
に
渡
っ
て
信
頼

性
の
高
い
接
続
が
維
持
で
き
る
。

　
Ｐ
ｕ
ｓ
ｈ
―
ｌ
ｏ
ｃ
ｋ
式
接
続
で

は
、
レ
バ
ー
／
ス
プ
リ
ン
グ
構
造
に
よ

り
、
棒
端
子
を
接
続
し
た
電
線
を
挿
し

込
ん
で
の
接
続
、
ま
た
は
レ
バ
ー
を
開

閉
し
て
裸
線
を
直
接
挿
入
接
続
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

　
特
設
サ
イ
ト
で
は
カ
タ
ロ
グ
ダ
ウ
ン

ロ
ー
ド
、
結
線
に
つ
い
て
の
ビ
デ
オ
確

認
、
サ
ン
プ
ル
プ
レ
ゼ
ン
ト
を
行
っ
て

い
る
。

世
界
初
の
革
新
的
接
続
技
術

日本ワイドミュラー

https://www.weidmuller.co.jp/ja/index.jsp

ＳＮＡＰＩＮ基板コネクタ「ＯＭＮＩＭＡＴＥ
４・０」／角形コネクタ「ＲｏｃｋＳｔａｒ」

短
時
間
配
線
で
Ｅ
Ｍ
Ｃ
も
対
応

ソルトン

https://www.solton.co.jp/

ケーブルエントリーシステム

ー
ブ
ル
エ
ン
ト
リ
ー
シ
ス
テ
ム
の
販
売

に
注
力
し
て
い
る
。　

コ
ネ
ク
タ
や
圧
着

端
子
が
結
線
加
工
さ

れ
た
ケ
ー
ブ
ル
を
分

割
形
グ
ロ
メ
ッ
ト
で

挟
み
、
分
割
形
フ
レ

ー
ム
に
滑
り
込
ま
せ

固
定
さ
せ
る
。
盤
筐

体
面
に
は
貫
通
穴
１

つ
に
ケ
ー
ブ
ル
、
エ

ア
ー
ホ
ー
ス
、
金
属

配
管
類
も
集
約
で

き
、
組
み
立
て
作
業

の
時
間
短
縮
に
つ
な

が
る
。
盤
筐
体
底
面

を
Ｉ
Ｐ
54
で
塞
げ
る

専
用
シ
リ
ー
ズ
も
用

　
ソ
ル
ト
ン
は
、
独
・
ア
イ
コ
テ
ッ
ク

（
ｉ
ｃ
ｏ
ｔ
ｅ
ｋ
）
社
の
革
新
的
な
ケ

意
。

　
ま
た
、
イ
ン
バ
ー
タ
や
デ
ー
タ
伝
送

な
ど
ノ
イ
ズ
対
策
に
は
、
ケ
ー
ブ
ル
被

覆
を
剥
い
て
押
込
む
だ
け
の
Ｅ
Ｍ
Ｃ
ク

ラ
ン
プ
は
、
弾
性
形
状
で
恒
久
的
に
シ

ー
ル
ド
部
と
幅
広
く
接
触
。
ま
た
ク
ラ

ン
プ
範
囲
は
φ
１
・
５
㍉
㍍
〜
75
㍉
㍍

と
多
彩
な
ケ
ー
ブ
ル
を
簡
単
に
固
定
で

き
る
。

　
取
り
付
け
方
法
も
、
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー

ル
、
基
板
、
ネ
ジ
直
付
け
、
リ
ベ
ッ
ト

な
ど
が
選
択
可
能
で
あ
る
。

　
取
得
済
規
格
は
、
Ｒ
ｏ
Ｈ
Ｓ
、
Ｉ
Ｐ

67
／
68
、
欧
州
鉄
道
難
燃
性
規
格
の
Ｅ

Ｎ
４
５
５
４
５
―
３
　
Ｈ
Ｌ
３
、
Ｅ
Ｃ

Ｏ
Ｌ
Ａ
Ｂ
な
ど
を
取
得
済
。
　

　
新
製
品
と
し
て
、
Ｆ
Ｄ
Ａ
準
拠
製
品

も
発
売
し
て
お
り
、
工
作
機
械
、
鉄

道
、
建
機
だ
け
で
は
な
く
、
食
品
機
械

や
医
薬
製
造
機
械
へ
も
使
用
可
能
で
あ

る
。

独
自
の
金
属
超
音
波
接
合
を
駆
使

オータックス

https://www.otax.co.jp/

各種端子台
　
オ
ー
タ
ッ
ク
ス
は
、
Ｄ
Ｉ
Ｐ
ス
イ
ッ

チ
を
は
じ
め
と
し
た
各
種
操
作
用
ス
イ

ッ
チ
、
金
属
加
工
、
ヘ
ル
ス
ケ
ア
、
端

子
台
、
コ
ネ
ク
タ
な
ど
の
接
続
機
器
を

中
心
に
、
制
御
機
器
、
空
調
機
器
、
通

信
機
器
、
務
機
器
な
ど
各
種
電
気
機
器

向
け
に
40
年
以
上
に
わ
た
り
製
造
・
販

７
月
に
富
士
通
コ
ン
ポ
ー
ネ
ン
ト
よ
り

コ
ネ
ク
タ
事
業
の
一
部
を
事
業
譲
受
し

た
。
Ｆ
Ａ
分
野
を
中
心
と
し
た
産
業
機

器
向
け
の
品
ぞ
ろ
え
を
充
実
す
る
こ
と

で
既
存
の
ス
イ
ッ
チ
・
端
子
台
事
業
と

の
総
合
的
な
商
品
提
案
力
を
強
化
し
売

上
ア
ッ
プ
を
図
る
。

　
さ
ら
に
、
中
国
広
東
省
江
門
市
の
新

工
場
で
あ
る
鶴
山
工
場
が
、
20
年
２
月

か
ら
稼
働
を
開
始
し
た
。
鶴
山
工
場

は
、
同
社
グ
ル
ー
プ
の
全
工
場
の
中
で

最
大
規
模
の
工
場
で
、
土
地
面
積
６
万

８
５
９
８
平
方
㍍
（
東
京
ド
ー
ム
約
１

・
５
倍
）
と
広
大
な
敷
地
を
有
し
、
第

一
期
と
し
て
二
つ
の
工
場
棟
（
延
べ
床

面
積
合
計
約
３
万
５
０
０
０
平
方
㍍
）

が
完
成
し
て
い
る
。

　
将
来
は
、
鶴
山
工
場
を
活
用
し
た
電

子
部
品
の
受
託
製
造
サ
ー
ビ
ス
業
務
な

ど
も
本
格
化
し
て
い
く
。

売
を
し
て
い
る
。

　
端
子
台
で
は
、
主
に
Ｆ
Ａ
、
エ
ア
コ

ン
市
場
向
け
に
販
売
。
現
在
は
独
自
の

「
金
属
超
音
波
接
合
」
を
用
い
、
端
子

台
に
ハ
ー
ネ
ス
加
工
ま
で
施
す
サ
ー
ビ

ス
を
提
供
し
て
い
る
。

　
ま
た
、
コ
ネ
ク
タ
で
は
２
０
２
０
年

　
日
本
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
は
、
世
界
初

の
新
接
続
技
術
「
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
」

を
発
明
し
て
い
る
。
配
線
材
の
接
続
技

術
の
歴
史
と
し
て
、
昔
は
ネ
ジ
接
続
や

半
田
付
け
接
続
が
主
で
、
専
用
部
品
、

工
具
が
必
要
で
あ
っ
た
が
、
近
年
配
線

接
続
が
大
幅
に
省
工
数
と
な
る
Ｐ
Ｕ
Ｓ

Ｈ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
へ
移
行
す
る
中
、
今
回

の
Ｓ
Ｎ
Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
接
続
は
専
用
ピ

ン
、
専
用
工
具
を
必
要
と
し
な
い
部
品

コ
ス
ト
削
減
に
な
り
、
さ
ら
に
、
圧
着

工
程
も
必
要
と
し
て
な
い
省
工
数
に
よ

る
コ
ス
ト
削
減
を
も
実
現
す
る
こ
と
を

特
徴
と
し
た
革
新
的
な
新
接
続
技
術
と

な
る
。

　
す
で
に
複
数
の
製
品
に
採
用
開
始
し

て
お
り
、
そ
の
１
つ
が
脱
着
可
能
な
基

板
コ
ネ
ク
タ
「
Ｏ
Ｍ
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ａ
Ｔ
Ｅ
４

・
０
」
。
４
０
０
Ｖ
／
26
Ａ
電
気
仕
様

で
２
〜
12
極
に
対
応
。
年
内
に
は
基
板

端
子
台
を
リ
リ
ー
ス
し
、
来
年
以
降
は

ピ
ッ
チ
違
い
を
拡
充
す
る
予
定
。

　
も
う
１
つ
が
耐
環
境
対
応
し
た
角
形

コ
ネ
ク
タ
「
Ｒ
ｏ
ｃ
ｋ
Ｓ
ｔ
ａ
ｒ
」
。

５
０
０
Ｖ
／
16
Ａ
電
気
仕
様
で
、
６
、

10
、
16
、
24
、
32
、
48
極
に
対
応
。
Ｓ

Ｎ
Ａ
Ｐ
　
Ｉ
Ｎ
に
よ
り
従
来
型
の
角
形

コ
ネ
ク
タ
で
の
専
用
ハ
ー
ネ
ス
加
工
を

必
要
と
し
な
い
た
め
、
大
幅
な
コ
ス
ト

削
減
が
で
き
、
盤
内
処
理
で
は
端
子
台

の
一
部
と
し
て
活
用
出
来
る
た
め
従
来

の
端
子
台
数
を
削
減
す
る
こ
と
も
可
能

と
し
た
。

　
日
本
ワ
イ
ド
ミ
ュ
ラ
ー
は
接
続
技
術

で
１
０
０
年
以
上
の
歴
史
と
実
績
を
も

と
に
、
こ
れ
か
ら
も
接
続
技
術
市
場
を

け
ん
引
し
た
い
と
考
え
て
い
る
。
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電
磁
接
触
器
で
高
い
実
績
を
有
す
る

Ｗ
ａ
ｓ
ｈ
ｉ
Ｏ
Ｎ
共
立
継
器
は
、
盤
間

端
子
台
「
Ｂ
Ｋ
Ｔ
―
20
形
」
の
販
売
に

配
線
時
間
短
縮
と
誤
配
線
防
止

ＷａｓｈｉＯＮ共立継器

https://www.washion.co.jp

盤間端子台「ＢＫＴ―20形」

注
力
し
て
い
る
。

　
盤
間
端
子
台
は
、
電
線
を
接
続
し
た

ま
ま
で
、
端
子
台
の
１
次
側
、
２
次
側

を
分
離
で
き
る
も
の
で
、

盤
間
の
配
線
作
業
時
間
を

短
縮
で
き
、
設
置
す
る
場

所
で
配
線
作
業
時
に
お
い

て
、
誤
配
線
を
心
配
す
る

必
要
が
な
い
。

　
配
電
盤
間
や
制
御
装
置

間
の
配
線
接
続
、
お
よ
び

取
り
外
し
が
容
易
に
行

え
、
端
子
ね
じ
は
バ
ネ
ア

ッ
プ
式
の
た
め
、
配
線
作

業
性
も
良
い
。

　
一
般
的
に
、
盤
を
出
荷

す
る
前
に
工
場
で
電
気
検

査
を
行
っ
た
後
、
出
荷
時

に
は
い
っ
た
ん
分
離
し
、
現
場
で
設
置

時
に
再
び
組
み
立
て
る
が
、
盤
間
端
子

台
を
使
う
こ
と
で
、
制
御
線
を
離
線
す

る
こ
と
な
く
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
取
り
外

し
、
現
地
で
も
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
接
続
が

で
き
る
。
　

　
ま
た
、
工
場
検
査
な
ど
で
は
１
台
の

試
験
器
で
複
数
台
の
製
品
検
査
を
行
う

場
合
な
ど
に
お
い
て
も
、
盤
間
端
子
台

を
使
う
こ
と
で
配
線
工
数
の
削
減
で
き

る
。
さ
ら
に
、
盤
を
リ
プ
レ
ー
ス
場
合

で
も
工
数
の
削
減
が
可
能
に
な
る
。

　
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
、
お
よ
び
Ｎ
Ｋ
Ｔ
レ

ー
ル
に
搭
載
可
能
。
定
格
絶
縁
電
圧
は

６
０
０
Ｖ
30
Ａ
・
40
Ａ
で
、
20
Ａ
対
応

品
も
開
発
す
る
予
定
。

　
準
拠
規
格
は
Ｊ
Ｉ
Ｓ
　
Ｃ
８
２
０
１

―
７
―
１
、
Ｎ
Ｅ
Ｃ
Ａ
　
Ｃ
２
８
０

１
。
適
合
電
線
は
３
・
５
ｓ
ｑ
・
５
・

５
ｓ
ｑ
。

１
台
で
オ
ー
ル
イ
ン
ワ
ン

ワゴジャパン

https://www.wago.co.jp/

幹線分岐用端子台
「ＴＯＰＪＯＢ　Ｓシリーズ」

本
を
、
０
・
25
〜
１
・
５
平
方
㍉
㍍

（
最
大
２
・
５
平
方
㍉
㍍
）
の
支
線
６

本
に
分
配
で
き
る
端
子
台
を
発
売
し

た
。

　
従
来
品
で
の

幹
線
分
岐
は
６

平
方
㍉
㍍
用
端

子
台
と
複
数
の

１
・
５
平
方
㍉

㍍
用
端
子
台
、

ジ
ャ
ン
パ
、
エ

ン
ド
プ
レ
ー
ト

を
組
み
合
わ
せ

る
必
要
が
あ
っ

た
が
、
新
製
品

で
は
１
つ
の
端

子
台
で
分
配
が

可
能
な
オ
ー
ル

イ
ン
ワ
ン
と
な
っ
て
い
る
。
　

　
ま
た
、
従
来
は
合
計
で
幅
21
・
１
㍉

㍍
が
必
要
だ
っ
た
が
、
新
製
品
で
は
幅

９
㍉
㍍
と
半
分
以
下
の
省
ス
ペ
ー
ス
と

な
る
。
部
品
点
数
が
減
り
、
組
み
立
て

作
業
が
不
要
と
な
る
こ
と
で
大
幅
な
省

力
化
と
省
ス
ペ
ー
ス
を
実
現
で
き
る
。

従
来
品
と
Ｄ
Ｉ
Ｎ
レ
ー
ル
上
に
並
べ
て

使
用
が
で
き
、
ジ
ャ
ン
パ
で
コ
モ
ニ
ン

グ
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
分
岐
を
増
や
す

こ
と
も
可
能
。

　
本
体
は
５
色
を
用
意
し
て
お
り
、
電

源
分
岐
な
ど
で
色
違
い
品
を
使
用
す
れ

ば
判
別
が
し
や
す
く
誤
配
線
の
防
止
に

も
な
る
。

　
単
線
・
フ
ェ
ル
ー
ル
付
き
電
線
で
あ

れ
ば
プ
ッ
シ
ュ
イ
ン
で
結
線
で
き
、
よ

り
線
は
ス
プ
リ
ン
グ
操
作
で
圧
着
不
要

の
ダ
イ
レ
ク
ト
結
線
が
可
能
。
操
作
用

の
プ
ッ
シ
ュ
ボ
タ
ン
付
き
、
な
し
が
選

択
で
き
る
。

省
工
数
で
接
続
状
態
を
表
示

不二電機工業

https://www.fujidk.co.jp

電線接続状態の表示（インジケータ）付き
アース速結端子台「ＴＰＧ形」

を
差
し
込
む
だ
け
で
ブ
ス
バ
ー
に
つ
な

が
り
、
ド
ラ
イ
バ
ー
な
し
で
す
ぐ
に
配

線
作
業
が
で
き
る
。
こ
の
た
め
、
ア
ー

ス
配
線
の
作
業
時
間
が
約
４
分
の
１

に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け
時
間
も

る
構
造
に
な
っ
て
お
り
、
「
安
心
・
安

全
・
確
実
」
な
作
業
を
実
現
し
、
差
し

込
み
結
線
の
不
安
を
解
消
で
き
る
。
寸

法
サ
イ
ズ
は
、
ブ
レ
ー
カ
ー
の
大
き
さ

に
合
わ
せ
１
極
25
㍉
㍍
幅
で
設
計
し
て

お
り
、
省
ス
ペ
ー
ス
化
に
貢
献
す
る
。

　
さ
ら
に
、
ブ
ス
バ
ー
へ
の
取
り
付
け

ね
じ
は
本
体
に
組
み
込
ん
で
い
る
た

め
、
ね
じ
の
落
下
の
心
配
が
な
く
、
安

全
、
か
つ
効
率
的
に
取
り
付
け
が
で
き

る
。

　
一
方
、
ア
ル
ミ
端
子
台
シ
リ
ー
ズ
の

「
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
Ｇ
Ａ
形
」
は
、
各
メ
ー
カ

ー
と
の
共
同
開
発
に
よ
り
、
端
子
台
・

ケ
ー
ブ
ル
・
圧
着
端
子
の
導
電
部
全
て

に
ア
ル
ミ
を
使
用
し
た
「
ら
く
ら
く
ア

ル
ミ
ケ
ー
ブ
ル
シ
ス
テ
ム
」
に
対
応
。

ス
タ
ッ
ド
式
タ
イ
プ
で
充
実
の
ラ
イ
ン

ア
ッ
プ
（
Ｔ
Ｘ
Ｓ
―
60
Ｌ
Ｇ
Ａ
〜
Ｔ
Ｘ

Ｓ-

３
０
０
Ｇ
Ａ
）
。

　
ワ
ゴ
ジ
ャ
パ
ン
は
、
端
子
台
「
Ｔ
Ｏ

Ｐ
Ｊ
Ｏ
Ｂ
　
Ｓ
シ
リ
ー
ズ
」
の
バ
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
と
し
て
、
０
・
５
〜
６
平
方

㍉
㍍
（
最
大
10
平
方
㍉
㍍
）
の
幹
線
１

　
不
二
電
機
工
業
の
産
業
用
分
電
盤
な

ど
の
省
施
工
化
に
貢
献
す
る
電
線
接
続

状
態
の
表
示
（
イ
ン
ジ
ケ
ー
タ
）
付
き

ア
ー
ス
速
結
端
子
台
「
Ｔ
Ｐ
Ｇ
形
」

は
、
ね
じ
締
め
作
業
が
不
要
で
、
配
線

約
３
分
の
１
に
短

縮
。
し
か
も
、
ね

じ
の
増
し
締
め
も

不
要
で
、
ね
じ
締

め
の
ト
ル
ク
管
理

や
専
用
工
具
管
理

も
な
く
な
る
。

　
ま
た
、
電
線
接

続
状
態
の
表
示

（
イ
ン
ジ
ケ
ー

タ
）
は
、
電
線
が

確
実
に
接
続
さ
れ

て
か
ら
表
示
さ
れ
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工場新設・増設情報 9月第２週

【国内】

■京セラ、鹿児島県霧島市の鹿児島国分工場に新工場
棟　セラミックコンデンサ増産へ
　京セラは、積層セラミックコンデンサ（MLCC）の
生産容量の拡大や技術開発力の強化、将来を見据えた
生産スペースの確保などを目的に、鹿児島県霧島市の
鹿児島国分工場（鹿児島県霧島市国分山下町1-1）内
に新工場棟「第5-1-2工場」を建設する。9月から既設
研究棟を解体し、2023年2月より新工場棟の建設を開
始する予定。

　MLCCは、通信端末や半導体関連機器の小型化・高
機能化、5G普及に伴うデータセンターの増設をはじ
め、車載関連でもADASやEV技術の高度化など需要
の伸びが見込まれている。
　新工場棟は、鉄骨6階建の建築面積7197平方㍍。延
床面積は3万7600平方㍍。2024年5月から操業を開始す
る。投資金額は約150億円。
■日本アトマイズ加工、茨城県牛久市のつくば工場で
鉄合金粉末の生産能力増強
　日本精鉱の子会社の日本アトマイズ加工は、茨城県
牛久市のつくば工場（茨城県牛久市桂町2200番地47）
で、工場棟の増築と電子部品向け鉄合金粉末の生産能
力を70％増強する。
　増築部分は、延床面積1361平方㍍。2023年5月に着
工し、2023年12月に竣工。稼働開始は2024年4月を予
定している。投資金額は14億8000万円。
■三洋化成工業、茨城県神栖市の鹿島工場で集束剤の
生産能力を増強
　三洋化成工業は、炭素繊維の需要増加に対応するた
め、炭素繊維用集束剤『ケミチレン』の生産能力を増
強する。現在の生産場所である名古屋工場、京都工場
に加え、今回新たに茨城県神栖市の鹿島工場（茨城県
神栖市砂山11-1）に生産設備を設置し、5割程度の能
力増強を行う。投資金額は約7億円で、2024年5月の稼
働を予定。
■竹内電機、島根県松江市に高周波プラズマ装置とイ
ンバータ式電源の新工場
　産業用装
置など製造
する竹内電
機は、島根
県松江市の
ソフトビジ
ネスパーク
島根（松江
市 北 陵 町
51-1ソフト
ビジネスパーク島根内）に、インバータ式高周波プラ
ズマ装置とインバータ式電源の新工場を建設する。敷
地面積は2835平方㍍、鉄骨造2階建の建物面積715平方
㍍。投資額は2411万円。
■シグマ光機、能登工場の改修・新工場2棟建設
　シグマ光機は、石川県羽咋郡志賀町の能登工場と石
川県白山市の技術センターの増築・リノベーションを
行うとともに、技術センター内に新工場棟2棟を建設
する。
　能登工場では、レンズ・ミラーなどの光学素子・薄
膜製品の生産体制を構築し、光学素子・薄膜製品と光
学基本機器製品を融合した高品質・高付加価値な光学
モジュール・光学システム製品を生産するオプト・メ
カ・ファクトリー化を進める。また工場内の生産設備
の再配置と自動化・高速化設備の導入による生産性を

向上させ、老朽化設備の改修と従業員の労働環境の改
善を行う。増築部分は地上2階建、延床面積は1463平
方㍍。竣工は2023年10月予定。総投資額は4億7000万円。
　技術センターは、増築・リノベーションと開発試作
棟の新設を行い、新規生産品目の生産エリア、部品・
完成品在庫エリアを設置・拡充するほか、自動応用装
置・OEM製品の拡充のための生産能力向上、老朽化
設備の改修と従業員の労働環境の改善を進める。増築
・新築部分は、地上2階建鉄骨造で、延床面積は875平
方㍍。2023年4月竣工予定。総投資額は2億3000万円。
　また、新築するもう一つの企画開発棟には、同社と
ライオンパワー、ミナト光学工業の3社で設立予定の
合弁会社が入居し、メディカル・ヘルスケア関連製品
を中心とした新たな成長分野向けの新製品開発・製造
を行う。地上2階建鉄骨造で、延床面積は987平方㍍。
竣工予定は2023年4月。総投資額は2億6000万円。
■第一電材エレクトロニクス、熊本県山鹿市に電線・
ケーブル加工の新工場
　電線・ケーブルの専門商社の第一電材の子会社の第
一電材エレクトロニクスは、熊本県山鹿市に電線・ケ
ーブル加工の新工場を建設する。投資額は約5億円。
操業開始は2023年7月の予定。
■セキノ興産、福岡県久留米市に新工場
　金属製屋根や外壁材等の製造・販売を行うセキノ興
産は、福岡県久留米市の、うきは工業団地内に新工場
「セキノワークス久留米工場」を開設する。敷地面積
は約1万6000平方㍍、建築面積は約4900平方㍍。2023
年8月に事業開始する予定。
■西村製作所、京都府亀岡市にスリッター・自動切断
巻取機の新工場建
　スリッター・自動切断巻取機メーカーの西村製作所
は、リチウムイオン電池と電子部品関連を中心とした
スリッターとワインダーの受注増に対応するため、京
都府亀岡市に新工場を建設する。

　新工場は、西村製作所亀岡工場（京都府亀岡市篠町）
とし、敷地面積は5234平方㍍、延床面積は2140平方㍍。
2022年9月着工し、2023年2月竣工予定。
■新コスモス電機、大阪市淀川区に新工場建設
　ガス検知器、火災警報器、ニオイセンサ、空気質測
定器等を製造販売する新コスモス電機は、大阪市淀川
区三津屋中三丁目6番25号に新工場を建設する。延床
面積は9702平方㍍。2023年7月初旬の着工、2024年8月
下旬の計画。
■日柳製作所、山口県下松市の工場を増設　半導体製
造装置用部品など
　機械部品メーカーの日柳製作所は、山口県下松市の
工場（山口県下松市大字東豊井903-6）を増設する。
自社所有地1741平方㍍に約300平方㍍の建屋を増築。
工場では半導体製造装置の真空チャンバー用架台を製
造する。2022年9月の着工、2023年1月の操業開始の計
画。投資額は約2億8000万円。
■シーエックスカーゴ、埼玉県久喜市に自動車整備工
場
　日本生活協同組合連合会（コープ）100％子会社の
シーエックスカーゴは、埼玉県久喜市に自動車整備工
場を建設する。
　新工場は、シーエックスカーゴ久喜修理工場（仮称）
（埼玉県久喜市北中曽根字川妻）。敷地面積は2491平
方㍍、延床面積399平方㍍。2023年3月の稼働開始の計
画。

【海外】

■ブリヂストン、米国テネシー州のウォーレン工場で
トラック・バス用タイヤ増産
　ブリヂストンは、ブリヂストンの米国グループ会社
であるブリヂストン・アメリカス・インクが、トラッ
ク・バス用タイヤを生産するウォーレン工場（アメリ
カ・テネシー州
ウォーレン郡）
の生産能力を増
強する。同社は
地産地消を進め
ており、現在の
供給体制では地
産地消率が85％
から70％に低下
する懸念があ
り、その対策と
して米国での現地生産能力の強化を決定した。
　今回の設備投資でグリーン化＆スマート化を進め、
同工場で生産するタイヤにRFIDタグの取り付けが可
能になり、生産日時・場所・検査情報・出荷情報・取
り付け日時・点検情報などタイヤに関する情報を瞬時
に確認できるようになる。総投資額は約700億円。
2022年末までに増強を開始し、2026年末までにウォー
レン工場の生産能力は現在の年間350万本弱から450万
本弱となる予定。
■スズキ、インドにEV向け車載用電池工場と四輪工
場を建設
　スズキは、インド四輪生産子会社スズキ・モーター
・グジャラート社がグジャラート州に電気自動車
（BEV）向け車載用電池工場を建設し、同じくイン
ド子会社のマルチ・スズキ・インディア社がハリヤナ
州カルコダに四輪車の新工場を建設する。
　BEV向け車載用電池工場の投資額は約730億ルピ

ー　（約
1266億円）で、2026年の稼働開始を予定。カルコダ四
輪工場は投資額約1100億ルピ

ー　（約1908億円）で、生産
能力は25万台（初年度）。2025年の稼働開始を予定し
ている。
■本田技研工業、米国でLGとEV用バッテリの合弁会
社＆新工場建設
　本田技研工業とLGエナジーソリューションは、北
米で生産販売されるHondaとAcuraのEV用リチウム
イオンバッテリを米国で生産する合弁会社の設立に合
意し、新工場を建設する。
　新会社は2022年中に設立される予定で、両社は総額
約44億ドル（約6100億円）を投資し、米国に生産工場
を建設する。今後、建設地の確定を経て、2023年初頭
に着工し、2025年中の量産開始を予定している。この
工場で生産されるリチウムイオンバッテリは、すべて

ホンダの北米工場へ供給される予定であり、生産能力
は最大約40GWhを目指す。
■日新電機、ベトナム・バックニン省のベトナム工場
で加工設備増設
　日新電機のグループ会社でベトナム・バックニン省
にある、装置部品の受託生産を行う日新電機ベトナム
は、需要が急増する半導体装置業界のほか、再生可能
エネルギー関連や電気自動車（EV）関連など脱炭素
社会の実現に向けた製品の旺盛な受託生産需要に対応
するため、生産エリア拡大と加工設備を追加導入し、
生産能力を強化する。
　同社は2019年に生産エリアの拡張、トラックヤード
の新設、最新のファイバレーザ切断機導入など4億5千
万円を投資し、生産能力をそれまでの1.3倍に増強済
み。工場内にはレーザ切断機、NCタレットパンチプ
レス、大型マシニングセンタなどさまざまな加工設備
を備え、溶接に関しても、150人の溶接技能士が在籍し、
一般的な溶接方法（TIG、MIG、被覆アーク）に加え
て最新のファイバレーザ溶接機も導入。量産製品の溶
接には現在16台の溶接ロボットも稼働中で、自動化、
効率化も進めている。
　それでも現在、半導体装置業界を中心に需要が増加
し工場はフル稼働による生産が続いており、新たに工
場の拡張、設備の増強を決めた。今回の設備投資によ
り生産能力を2020年度比で1.4倍に拡大させ、2023年9
月の完成を予定している。
■三井化学、シンガポールのジュロン島内でエラスト
マー製造プラント増設
　三井化学は、シンガポールの100%子会社MITSUI
　ELASTOMERS　SINGAPORE　PTE　LTDの高
機能エラストマー「タフマー」のプラントをシンガポ
ール・ジュロン島内に新設し生産能力を増強する。
　タフマーは、
樹脂の性質を飛
躍的に向上させ
る樹脂改質材、
軟質成形材料。
柔軟で軽量な特
長を有し、太陽
電池関連部材、
包装資材、エン
ジニアリングプ
ラスチック改質
材、スポーツシ
ューズ、自動車用部品など幅広い分野で使用されてい
る。タフマーの需要は世界経済の成長と共に堅調に推
移しており、更なる増加が見込まれていることから、
今回のプラント新設を決定した。2024年度中に完工予
定。

■沢井製薬、福岡県飯塚市の第2九州工場で新固形剤
棟が着工
　ジェネリック医薬品を提供する沢井製薬は、福岡県
飯塚市の第二九州工場（福岡県飯塚市平恒1144-3）の
新固形剤棟について、9月から建設に着手する。2023
年12月に竣工予定。
　同棟は、最大30億錠生産が可能なスペースをあらか
じめ確保し、生産設備を段階的に拡充していく。第1
ステップとして2024年4月の初出荷を目標に20億錠の
生産能力の追加を計画している。ステップ2の追加の
10億錠は状況に応じて行っていく。
　鉄骨造7階建で敷地面積は2万6304平方㍍、延床面積
は2万9446平方㍍。2022年9月に着工し、2023年12月竣
工。
　2024年4月に製品出荷開始を予定している。投資予
定額は約405億円。
■清和工業、山口県下松市に鉄道車両部品と半導体製
造装置用部品の第二工場
　鉄道車両部品や半導体製造装置部品等を製造、クレ
ーン等の産業機械装置の製造を行う清和工業は、山口
県下松市葉山二丁目904番地34周南工流シティー内に
第二工場を新設する。
　新工場の延床面積は2万3859平方㍍。工場では、鉄
道車両部品と半導体製造装置部品を製造する。2022年
8月に着工し、2023年3月の操業開始の計画。投資額は
14億4000万円。

■中国電力ネットワーク、山口県岩国市に配電機材リ
ユースセンター建設
　送電線、変電所、配電線の維持運用、発電事業者や
小売電気事業者向け送配電サービスの中国電力ネット
ワークは、山口県岩国市の中国電力岩国発電所の跡地
に配電機材リユースセンターを設置する。

　岩国発電所跡地の一部を借用して、配電機材の簡易
的な修理を行う建屋（延床面積1462平方㍍）と修理装
置を設置する。2022年8月中旬、建築工事に着工し、
2023年3月末に竣工する予定。また、同年4月から必要
な諸準備を実施し、同年7月から本格的に運用開始する。
　対象品目は、高圧がいし、柱上変圧器、開閉器で、
修理内容は金物部の塗装や除錆を中心に実施する。配
電設備工事で撤去された配電機材のうち、簡易的な修
理による再使用が可能なものを、工事会社から当社の
集配拠点である資材センターを通して配電機材リユー
スセンターに搬入する。


